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開会 午前１０時００分 

 

◎開会及び開議の宣告 

○松田委員長 皆さん、おはようございます。 

  きょうはかなりいい天気で、後ろを見ますと、

かなり山がきれいですね。久々ですね。 

  今回、３月議会ということで、各委員にはご出

席いただきましてありがとうございます。 

  この定例会におきましては、当常任委員会に付

託された案件は、条例の一部改正及び廃止案件が

10件、計画に関する案件７件の合計17件でござい

ます。 

  また、予算に関する分科会審査がございます。

予算常任委員会付託案件のうち、当分科会で審査

すべき案件は、当初予算案件の５件であります。

これら予算に関する案件につきましては、関係所

管課のところで随時分科会に切りかえて審査を行

います。 

  審査の日程及び審査順は、お手元に配付の次第

のとおりでございます。 

  委員各位におかれましては、慎重なる審査とと

もに円滑な進行へのご協力をお願い申し上げまし

て、挨拶といたします。 

  なお、きょうは当委員会に傍聴の希望がござい

ます。議会基本条例第７条により、議会の会議は

原則公開といたしております。総務企画常任委員

会協議会において、傍聴者の人数につきましては

12名を限度に先着順とすることに決定しています

ので、委員会条例第17条及び先例に基づき、これ

を認めます。 

  それでは、次第３、審議事項に入ります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎西那須野支所の審査 

○松田委員長 まずは、西那須野支所から順次審査

を進めてまいります。 

  初めに、支所長から挨拶をお願いいたします。 

○関谷西那須野支所長 （挨拶。） 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎総務税務課の審査 

○松田委員長 ただいまから総務税務課の審査に入

ります。 

  担当課の皆さん、ご苦労さまでございます。 

  それでは、ここで、総務企画常任委員会を予算

常任委員会（第一分科会）に切りかえます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第７号の説明、質疑、討論、

採決 

○松田委員長 議案第７号 平成29年度那須塩原市

一般会計予算を議題といたします。 

  執行部から、議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  課長、お願いいたします。 

○平石総務税務課長 （議案第７号について説明） 

○松田委員長 説明が終わりましたので、各委員か

ら質疑、ご意見等をお受けいたします。 

  佐藤委員。 

○佐藤委員 32ページです。２款総務費、１項１目

一般管理費の自主防災組織育成支援事業9001事業

の自主防災組織結成事業27万円と、あと自主防災

組織運営事業の178万円の内容についてお伺いを

いたします。 

○松田委員長 課長、お願いいたします。 

○平石総務税務課長 西那須野支所9002事業のほう
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になります。 

○佐藤委員 すみません、9002、その下段です。

106万9,000円です、すみません。 

○平石総務税務課長 こちらにつきましては、西那

須野支所管内で自主防災組織が28団体ございまし

て、28団体に対する補助金、こちらが106万8,500

円を予定してございます。 

  この資機材等整備事業費補助金につきましては、

西那須野28団体のうち、これは１回限りの補助金

になるんですけれども、まだ申請がない団体が６

団体ございまして、そのうちの３団体分の申請を

見込んでございまして、１団体30万円で、３団体

で90万円を計上してございます。 

  以上です。 

○佐藤委員 はい、わかりました。 

○松田委員長 佐藤委員。 

○佐藤委員 続きまして、123ページです。 

  消防団活動費の西那須野支所1002事業で、消防

団員機能別団員の報酬なんですけれども、この人

数の内訳についてお聞きしたいんですけれども、

よろしくお願いします。 

○松田委員長 平石課長。 

○平石総務税務課長 消防団員につきましては、

287名でございます。機能別団員につきましては

12名で計上してございます。 

○松田委員長 以上ですか。 

○佐藤委員 了解しました。 

  あともう１点いいですか。 

○松田委員長 佐藤委員。 

○佐藤委員 125ページに、防火水槽整備事業費の

3002事業で、これは防火水槽１基ということでし

たが、これは40㎥級でよろしいんですか、その辺

お伺いをいたします。 

○松田委員長 課長。 

○平石総務税務課長 委員おっしゃるとおり40㎥で

ございます。 

○松田委員長 よろしいですか。 

○佐藤委員 オーケーです。 

○松田委員長 そのほかありますか。 

  齋藤委員。 

○齋藤委員 45ページの屋根の塗装工が今回2,700

万円の予算計上になっておりますけれども、この

支所に関しては何年経過していて、あと、この屋

根の平米数はどのぐらいの規模なのか、お伺いを

いたします。 

○松田委員長 課長。 

○平石総務税務課長 西那須野庁舎につきましては、

平成元年に建てられまして、ことしで28年が経過

したところでございます。 

  屋根のほうにつきましては、2,435㎡の塗装を

予定してございます。 

  以上です。 

○松田委員長 そのほかございませんでしょうか。 

  金子委員。 

○金子委員 35ページの財産管理、一番真ん中です

ね、1002事業。この旧三島第２公会堂等移転とい

うことで、これは道路拡張で多分取り壊しになる

んだろうけれども、これ移転はどこかへ行くんで

すか。 

○松田委員長 平石課長。 

○平石総務税務課長 今、元の那須疏水土地改良区

の事務所であったところが、ここで言っていると

ころの旧三島第２公会堂ということになるんでご

ざいますが、こちらにつきましては、もう老朽化

しておりますので、取り壊しをいたしまして、駐

車場という考えでございます。 

○金子委員 移転場所はわからないの。 

○平石総務税務課長 取り壊しなので移転はないで

す、こちらについては。 

○金子委員 全く、取り壊し。 
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○平石総務税務課長 今現在の三島公会堂のほうが

そのままでございます。 

○金子委員 はい、わかりました。 

  もう一つある。 

○松田委員長 金子委員。 

○金子委員 125ページのこの防火水槽はどこにな

るんですか、これは。 

○松田委員長 平石課長。 

○平石総務税務課長 今回は五軒町自治公民館の敷

地内に予定してございます。 

○金子委員 五軒町公民館敷地内。そんな場所ある

んですか。 

〔「そうです」と言う人あり 

○金子委員 敷地内に。結局下になるから、もう上

はあれしちゃうからいいんですね。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○金子委員 わかりました。了解です。 

○松田委員長 そのほかございませんでしょうか。 

  副委員長。 

○相馬副委員長 まず、32ページ、２款１項１目防

災対策費（西那須野支所）の8002事業の消防品費

で土のう用砂を購入するというお話ですが、購入

する場合の量、土のうの何個分ということで購入

するのか。それから、購入した場合の置き場所は

一体どこになるのかお伺いします。 

○松田委員長 平石課長。 

○平石総務税務課長 こちらにつきましては、自主

防災組織のほうからの要望に基づいて、その希望

の数量、こちらを交付するということで、今のと

ころ大体２㎥から６㎥ぐらいの申し出がございま

す。 

  その設置場所につきましては、自主防災組織の

ほうで管理している場所というのですか、そちら

のほうに運んで交付している次第でございます。 

○相馬副委員長 はい、わかりました。 

○松田委員長 副委員長。 

○相馬副委員長 それから、125ページの─ごめ

んなさい、失礼しました。これは西那須野支所分

じゃないみたいでした。 

○松田委員長 よろしいですか。 

○相馬副委員長 はい、ありがとうございました。 

○松田委員長 その他、ございませんでしょうか。

大丈夫ですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第７号 平成29年度那須塩原市一般会計予

算は、原案のとおり可決すべきものとすることに

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第７号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○松田委員長 総務税務課所管の審査事項は以上と

なります。その他として、委員の皆様から何かご

ざいますでしょうか。 



－7－ 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 執行部からは何かございませんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、以上で総務税務

課の審査を終了いたします。 

  ご苦労さまでございました。 

  ここで、執行部入れかえのため暫時休憩といた

します。 

 

休憩 午前１０時２０分 

 

再開 午前１０時２１分 

 

○松田委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎市民福祉課の審査 

○松田委員長 ただいまから市民福祉課の審査に入

ります。 

  担当課の皆さん、ご苦労さまでございます。 

  それでは、ここで総務企画常任委員会を予算常

任委員会（第一分科会）に切りかえます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第７号の説明、質疑、討論、

採決 

○松田委員長 議案第７号 平成29年度那須塩原市

一般会計予算を議題といたします。 

  執行部から、議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  臼井課長。 

○臼井市民福祉課長 （議案第７号について説明） 

○松田委員長 説明が終わりましたので、各委員か

らご質疑、ご意見等をお願いします。 

  異議ございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 それでは、ないようですので、質疑

を終了したいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第７号 平成29年度那須塩原市一般会計予

算は、原案のとおり可決すべきものとすることに

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第７号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  市民福祉課の所管の審査事項は以上となります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○松田委員長 その他として、委員の皆様から何か

ございますでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 執行部からは何かございますでしょ

うか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 ないようですので、以上で市民福祉
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課の審査を終了いたします。 

  ご苦労さまでございました。 

  ここで執行部入れかえのため、暫時休憩といた

します。 

 

休憩 午前１０時３０分 

 

再開 午前１０時３１分 

 

○松田委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎産業観光建設課の審査 

○松田委員長 ただいまから産業観光建設課の審査

に入ります。 

  担当課の皆さん、ご苦労さまでございます。 

  それでは、ここで総務企画常任委員会を予算常

任委員会（第一分科会）に切りかえます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第７号の説明、質疑、討論、

採決 

○松田委員長 議案第７号 平成29年度那須塩原市

一般会計予算を議題といたします。 

  執行部から、議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  渡辺課長。 

○渡辺産業観光建設課長 （議案第７号について説

明） 

○松田委員長 説明が終わりましたので、各委員か

らの質疑、ご意見等をお受けいたします。 

  齋藤委員。 

○齋藤委員 それでは、102ページの商工イベント

支援事業費の中で、今回新規でふれあいまつりの

太鼓修繕ということで49万ほど上がっております

けれども、これは何基というか、そういう数え方

でいいんでしょうか、何基分なんでしょうか。 

○松田委員長 渡辺課長。 

○渡辺産業観光建設課長 太鼓につきましては、昭

和50年に太鼓を購入しているんですけれども、大

きな太鼓３基ございまして、もともと去年、祭り

が終わった後に、１基がちょっと太鼓の真ん中辺、

革が破けてきまして、ほかの２基もちょっと薄く

なってきて、これ以上難しいなという話で３基ま

とめて計上しています。 

○松田委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 はい、了解。 

  この太鼓の要するに50年ですから、相当年数が

たっているということで、今回一気に３基やると

いうことで、そのふれあいまつり関係の関係者は、

そういう保存に関してもきちっとした保存をして

いるんだろうというふうには思うんですけれども、

今回の３基ということで了解をいたしました。 

  また、その次のふれあいまつり整備事業の中で、

この間の説明の中では、この2,040万円は12基の

ポールを立てるというような説明が前回の議会の

中であったんですけれども、これに関しての素材

というか、どの程度のものなのか、お聞かせ願え

ればと思います。 

○松田委員長 渡辺課長。 

○渡辺産業観光建設課長 ただいまの質問でござい

ますが、ふれあいまつり整備事業の204万です。

こちらにつきましては、ご回答のとおりポール12

基ということで、こちらは駅前通りにちょうちん

をつけるためのポール、鋼管ポールと言っている

んですけれども、鉄製のポールを基礎を入れて、

それを祭りの期間だけはポールを立てているんで
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すけれども、一応歩道部のインターロッキングも

穴をあけて、そこに鉄柱を埋めまして、期間中約

２週間、ちょうちんを下げておりまして、祭りが

済んだ後、それを外してインターロッキング部に

ふたをかけておいて、通常は歩行者等が支障にな

らないような状態にしておきます。 

○松田委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 その部分も聞きたかったんですけれど

も、今、課長のほうから説明があったように、本

当に期間は１日ということで、問題は、残りの三

百何十日が歩行者に対して安全なのかということ

を聞きたかったんですけれども、その辺は安全対

策をとられているという、ふたか何かかけている

ということで、了解をいたしました。 

  もう１点だけ、106ページになりますけれども、

今回新規事業で烏ケ森公園のぼんぼり設置という

ことで出ておりますけれども、これはぼんぼりを

新しくつくるということではなくて、設置に関し

ての予算づけですよね。お聞きします。 

○松田委員長 渡辺課長。 

○渡辺産業観光建設課長 烏ケ森公園のぼんぼり設

置につきましては、こちらはもともと西那須野の

観光協会が設置をしていました。もともと観光協

会が作成をして、昭和60年より前かな、もう30年

以上なっていたんですけれども、観光協会として

は、協会の予算が足らないので、西那須野地区内

の各企業から協賛金を募りまして、そちらを予算

の一部にして充ててやっておりました。それが平

成23年の大震災とか、あとは不景気とかいろいろ

重なりまして、企業さんからの協賛金がちょっと

減少しまして、平成26年でぼんぼり設置が終わっ

てしまったんです。その後、やはり春の花見の時

期に来た方々から、ちょっと暗くてさみしいよと

いう話を承ったものですから、市の観光事業とし

まして今回設置するもので、もともとその物自体

は残っていたので、それを利用しながらできる範

囲でやる予定でおります。 

○松田委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 その部分を聞きたかったので、今回初

めてこう設置に関しての予算が出たので、今まで

観光協会が設置したけれども、そういう事情で、

多分27、28年度ぼんぼり設置をやめたということ

で、今回からまたこの予算計上して、今度は市が

介入して、この設置費用を市が持っていくという

ことで了解はしたんですけれども、これはそうす

ると、今度新たにいろいろ新規的に設置費用が市

で持つようなことになれば、例えば、想像するに、

今度ぼんぼり設置の数もふやしていくような考え

というのは、観光協会のほうでは持っているんで

しょうか。 

○松田委員長 渡辺課長。 

○渡辺産業観光建設課長 ぼんぼりの今残っている

数が五十数基ございまして、その中でもちょっと

もう破損とかして使えないものもありまして、四

十数基になるんですけれども、現時点ではちょっ

と新しいのをつくる予定はなくて、ある範囲の中

でやっていく予定でいます。 

  もう１点は、できれば、行く行くはまた観光協

会に戻して、観光の事業として本当は行いたい中

なんですけれども、予算も厳しい中なので、現時

点では市のほうでやる予定でいます。 

○松田委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 私もそう思うんです。今回そういうこ

とで、確かにお花見とか、このぼんぼりがあるの

とないのではえらいこう華やかさというか、来た

方の足元も照らされるでしょうし、ただ、今回の

ようにこういう予算ではなくて、観光予算の中で

つけてあげて消化していくのがいいのかなという

ふうに思ったものですから、質問させていただき

ました。了解です。 
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○松田委員長 佐藤委員。 

○佐藤委員 その続きなんですけれども、数と期間

はわかったんですけれども、その期間以外は撤去

してどこかに保管していくということでよろしい

ですか。 

○松田委員長 渡辺課長。 

○渡辺産業観光建設課長 現在もなんですけれども、

西那須野のお祭り関係の各備品を保管している太

夫塚倉庫というのが西那須野地区にございまして、

倉庫に保管しています。 

○松田委員長 眞壁委員。 

○眞壁委員 113ページの道路維持管理費の関係で

工事請負費3,100万円あるんですが、このちょっ

と内訳を少し教えてください。 

○松田委員長 渡辺課長。 

○渡辺産業観光建設課長 内訳ちょっと申し上げま

す。工事請負費のまず舗装修繕関係で1,300万、

区画線設置工事で400万。あとは浸透ます設置と

側溝整備、こちら合わせて540万。あとカーブミ

ラー設置が260万。残りは567万円で道路のパッチ

ング工事です。こちらになります。 

○松田委員長 眞壁委員。 

○眞壁委員 道路舗装の修繕1,300万ということな

んですが、基本的に、結構要望的に道路工事とい

うか、舗装というのが来ていると思うんですけれ

ども、その辺の内容を少し教えてもらえますか。 

○松田委員長 渡辺課長。 

○渡辺産業観光建設課長 要望につきましては、も

ちろん道路の関係もあるし、側溝、雨の関係もご

ざいまして、年間で500件前後は要望、苦情とか

あるんですが、特に、年数たってきて、道路が結

構傷んできて、もちろん穴があくのも当然なんで

すが、あとはやっぱり舗装を何回もパッチングと

かしているうちにでこぼこなんか出てきてしまっ

て、通りにくいよとか、あとは、やはり特に夏の

時期とかの雨の関係で排水がうまくいっていない

とか、その辺の要望が多いです。 

○松田委員長 眞壁委員。 

○眞壁委員 じゃ、500件あるうちのどのぐらい要

望に応えているのかというのは、少し教えてもら

えたら。大体で結構ですけれども。 

○松田委員長 渡辺課長。 

○渡辺産業観光建設課長 約８割方で400件前後、

細かいものもございまして、市の職員が直営でや

るものもあるので、それの費用が原材料費で済む

ので安く済む中で、この予算の中では400件ぐら

い。 

○眞壁委員 400件ぐらい入れていると。100件ぐら

いはいっていないという。 

○渡辺産業観光建設課長 あと、大きな要望等につ

きましては、それは本庁のほうと調整しながらや

っております。 

○松田委員長 金子委員。 

○金子委員 先ほど齋藤委員のあれで、102ページ

のふれあいまつり太鼓修繕費で、この太鼓につい

てはふれあいまつりだけしかもう使わないという

ことなのか。そして、それはどういうふうなあれ

で保管というかしているのか、ちょっと聞きたい

んです。 

○松田委員長 渡辺課長。 

○渡辺産業観光建設課長 こちらの太鼓につきまし

ては、もともとふれあいまつりで太鼓整備しまし

て、市の備品として登録はしてございまして、年

間を通して数件なんですけれども、各太鼓を使う

ような団体さんとか、あとお祭りにちょっと使う

とか、そちらの貸し出しはしています。 

  ただ、これまでその貸し出し基準も明確じゃな

くて、どの辺まで貸していいのかとか、ちょっと

決めていなかった経緯もございまして、今度の４

月からその辺、公民館とか、そういう団体にかか
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わる団体には貸さないよとか、そういう基準を設

けるように今考えているところでございます。 

  保管につきましては、やっぱり大きなもので、

なかなか倉庫、先ほどの太夫塚の倉庫にちょっと

入れられないものですから、太鼓専用の倉庫を西

公民館の裏のほうにちょっと倉庫をつくりまして、

そこに保管してあります。 

○松田委員長 金子委員。 

○金子委員 それはわかりました。 

  96ページの田園空間博物館管理運営費というこ

とで、これはいろいろ管理をどういう形で、どこ

でどうやっているのかというのはちょっと簡単に。 

○松田委員長 渡辺課長。 

○渡辺産業観光建設課長 こちらは先ほど質問に申

し上げましたが、田園空間の施設、各施設は「サ

テライト」と呼んでおりますが、市のほうの予算

で計上している維持管理費については、平成20年

までに栃木県がその施設を整備しまして、20年に

市が譲与を受けました。それ以降、市が維持管理

を行っていますが、その施設が全部で18カ所にな

ります。その18カ所の修繕とか主に行っているん

ですが、特に田園空間の施設とかで、木、木製で

つくった施設が多いものですから、ここのところ

よく木が腐ったり、ちょっとその辺で修繕費も今

回出していますが、この修繕にかかっておりまし

て、このサテライトというのは、７つの西那須野

地区のコミュニティーが管理している分ございま

して、県から受けた以外のサテライトもあって、

全部で約140ぐらいあります。先ほどの18カ所を

除いた約120カ所については、各コミュニティー

のほうで通常の維持管理、主に清掃とか、ちょっ

とした修繕とかごみ拾いとかはコミュニティーが

行っております。市はあくまでも18カ所、先ほど

の県から受けた18カ所の維持管理を行っています。 

○松田委員長 金子委員。 

○金子委員 私が聞いたのは、それは非常にいい説

明いただいたんですけれども、それ以外に、これ

を管理するのが、例えば西那須野庁舎とか、それ

から、もしくは博物館とか、いろいろ、どこでこ

れを管理しているんだかちょっと。空間博物館自

体がどこでどういう形でこれを管理するのかなと

いうのがちょっとなかなかわからないでいるんで

すけれども。 

○松田委員長 どうぞ。 

○関谷西那須野支所長 田園空間博物館運営費とい

って、お金を持っているのは那須塩原市なので、

産業観光建設課がやっています。その18の維持管

理については、産業観光建設課がやりまして、さ

っき言ったように、120については神社とかいろ

いろのものが、あとは個人とか、無形のものも指

定されていますから、それらについては管理もそ

の人がやる。それらについてのＰＲだけを田園空

間運営協議会の人らが140のＰＲとか啓発活動は

やりますよということで、あくまでもここでいう

管理と言っている部分は市がやっていると言うこ

とになります。 

○金子委員 了解です。わかりました。 

○松田委員長 そのほかございますでしょうか。 

  副委員長。 

○相馬副委員長 まず、そうしたら、今の田園空間

博物館の件なんですが、以前は那須野が原博物館

に事務局が、電話番号とかが那須野が原博物館の

電話番号が載っていたという経緯もあるんですが、

今、現時点でこれに関する問い合わせは、そうす

ると、産業観光建設課ということでよろしいんで

しょうか。 

○松田委員長 渡辺課長。 

○渡辺産業観光建設課長 那須野が原博物内にも田

園空間の施設として研修室とか、こちらがござい

ます。ただ、実際にそこには担当職員はいないも
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のですから、問い合わせ等は全部こちらの観光に

来ております。 

○松田委員長 副委員長。 

○相馬副委員長 もう１点、そうしますと、交付金

のところで、田園空間博物館運営協議会補助金と

いうことで、先ほど、ことしから積み上げ方式の

予算というようなことになったというふうなお話

だったんですが、この81万9,000円については、

昨年と同じなのか、その積み上げによって変動し

ているのか、お伺いしたいと思います。 

○松田委員長 渡辺課長。 

○渡辺産業観光建設課長 この田園空間博物館協議

会の予算、81万9,000円補助金になっております

が、金額的には例年と同じです。先ほど所長から

お話もあったように、この協議会としての活動は

ＰＲ活動が主な活動でございまして、毎年大体同

じ形のＰＲどおりなものですから、金額的には前

と同じぐらいで、積み上げても大体同じでなって

います。 

○相馬副委員長 了解。 

○松田委員長 副委員長。 

○相馬副委員長 もう１点、113ページ、先ほどの

道路管理費。113ページ、８款２項２目の道路管

理費の工事請負費の中に、先ほどカーブミラー

260万円というのが含まれていますというような

ご説明だったんですが、260万円というのはカー

ブミラー何基分というふうに考えたらよろしいん

でしょうか。 

○松田委員長 渡辺課長。 

○渡辺産業観光建設課長 基本的に１基当たりの単

価を26万円ほどではじいているもので、10基ほど

の予定です。 

○松田委員長 副委員長。 

○相馬副委員長 カーブミラーの設置の要望という

のは、年間大体10基ぐらいという予想でよろしい

んでしょうか。 

○松田委員長 渡辺課長。 

○渡辺産業観光建設課長 要望につきましては、も

っと多くて二、三十あると思うんですが、実際、

市の職員が直営で設置できるものもあるので、こ

ちらを含めて二、三十ということで、実際この工

事発注するのが10基ということで。 

○松田委員長 副委員長。 

○相馬副委員長 すみません。もう１度その直営に

ついてちょっとご説明いただけますか。 

○松田委員長 渡辺課長。 

○渡辺産業観光建設課長 カーブミラーもつける場

所とか、いろいろ方法もございまして、柱から道

路に穴あけてつける場合とか、あとは土の上につ

ける場合とか、あとは電柱に共架する部分もござ

いまして、そういう簡易なものについては、原材

料費でカーブミラーを買いまして、こちらを市の

職員が直営で設置しています。それは大体予算的

には、約20ぐらい、カーブミラー、予算今回つけ

ていまして、材料費の中で。合計、工事10基と枚

数20枚で30ぐらいの範囲。 

○松田委員長 副委員長。 

○相馬副委員長 それともう１点、最後なんですが、

24ページ、諸収入の雑入の中で、先ほど土木費雑

入の中で地図購入費等は全部で21万1,000円、そ

のうち西那須野支所分が１万円ということだった

んですが、大変申しわけない。どこで言われたか

わからないんですが、すみません、21万円分のう

ちの１万円というのは、これもやはり積み上げ方

式ということで、前年度の実績に合わせてという

ことなんでしょうか、お伺いします。 

○松田委員長 渡辺課長。 

○渡辺産業観光建設課長 現在、こちらの地図売り

払いにつきましては、窓口に来た方が都市計画図

とか道路網とかそういう図面を買っていくんです
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が、１枚500円とか1,000円のものでございまして、

年間10人とか、十数人ぐらいなんで、大体１万円

以内ぐらいで収入が毎年おさまっている状況です。 

○相馬副委員長 それじゃ、進行かわります。 

  委員長。 

○松田委員長 先ほどの道路修繕なんですけれども、

これ直営と委託が合わさった金額なんですか。俺

よくわかんない。直営でやるだけの話なのか、舗

装修繕とか、工事請負費の中のものというのは。 

○相馬副委員長 渡辺課長。 

○渡辺産業観光建設課長 こっちで予算計上してい

る工事請負費の中の修繕工事費は、あくまでも業

者に発注する費用でございまして、市の直営分は

もちろん、次の節の16節の工事材料費の中の材料

費の金額で合材とか砕石とか、いろいろ買いまし

て、要するに職員がやっているという。 

○相馬副委員長 委員長。 

○松田委員長 それと、除雪対策費、114ページの

一番上。この除雪に関してですけれども、100万

円出ていますけれども、これ業者に委託している

と思うんですけれども、これは建設協会に委託し

ているのか、それとも、各業者に直接契約してい

るのか、ちょっと聞かせてください。 

○相馬副委員長 渡辺課長。 

○渡辺産業観光建設課長 こちらは、西那須野地区

をブロックに分けまして、そのブロック各二、三

社、数社入れておいて、雪が降ったときにすぐ対

応してもらえるように、その数社から、その地区

については砂をまいてもらったり、グレーダーで

かいてもらったり、そういう作業をやってもらっ

ています。 

○相馬副委員長 進行戻ります。 

○松田委員長 そのほか委員の皆様から何かござい

ますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決をいたします。 

  議案第７号 平成29年度那須塩原市一般会計予

算は、原案のとおり可決すべきものとすることに

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第７号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  産業観光建設課所管の審査事項は以上となりま

す。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○松田委員長 その他として、委員の皆様から何か

ございますでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 執行部からは何かございませんでし

ょうか。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、以上で産業観光

建設課の審査を終了いたします。 

  ご苦労さまでございました。 

  ここで執行部入れかえのため、暫時休憩としま
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す。 

 

休憩 午前１１時０５分 

 

再開 午前１１時１７分 

 

○松田委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎総務部の審査 

○松田委員長 これより総務部の審査に入ります。 

  それでは、初めに総務部長からご挨拶をお願い

いたします。 

○和久総務部長 （挨拶。） 

○松田委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎総務課の審査 

○松田委員長 ただいまから総務課の審査に入りま

す。 

  担当課の皆さん、ご苦労さまでございます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１９号の説明、質疑、討

論、採決 

○松田委員長 それでは、議案第19号 那須塩原市

職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一

部改正についてを議題といたします。 

  執行部から、議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  菊池課長。 

○菊池総務課長 （議案第19号について説明） 

○松田委員長 説明が終わりましたので、各委員か

らの質疑、ご意見等をお受けいたします。 

  質疑ございませんでしょうか。 

  副委員長。 

○相馬副委員長 資料101ページの中で、先ほど早

出、遅出というお話がありましたが、早出、遅出

の決まりがあって、その決まりの中で通常勤務時

間から遅出になった部分の時間帯を休暇とみなす

のかどうなのか、そういう説明でしたのか、再度

お伺いします。早出、遅出の時間帯。 

○松田委員長 菊池課長。 

○菊池総務課長 こちらにつきましては、時間をず

らすような形でございます。例えば、８時半から

５時15分だったものを、人によっては９時15分か

ら６時15分までというような、そういう形でござ

います。 

○松田委員長 副委員長。 

○相馬副委員長 その中で育児休暇がとれるという

ことか、それとも、時間をずらした分を休暇扱い

で、例えばさっき言ったように１時間ですか、後

ろずらした分は残業という扱いなのか。 

○松田委員長 菊池課長。 

○菊池総務課長 通常勤務という扱いでございます。

勤務時間帯が変わるというだけで。 

○松田委員長 ほかございますでしょうか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますでしょうか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した
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いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第19号 那須塩原市職員の勤務時間、休日

及び休暇に関する条例の一部改正については、原

案のとおり可決すべきものとすることに異議ござ

いませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第19号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第２０号の説明、質疑、討

論、採決 

○松田委員長 続いて、議案第20号 那須塩原市職

員の育児休業等に関する条例の一部改正について

を議題といたします。 

  執行部から、議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  菊池課長。 

○菊池総務課長 （議案第20号について説明） 

○松田委員長 説明が終わりましたので、各委員か

らの質疑、ご意見等をお受けいたします。 

  質疑ございませんでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第20号 那須塩原市職員の育児休業等に関

する条例の一部改正については、原案のとおり可

決すべきものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第20号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第２２号の説明、質疑、討

論、採決 

○松田委員長 それでは、続いて、議案第22号 那

須塩原市職員の給与に関する条例の一部改正につ

いてを議題といたします。 

  執行部から、議案の説明を簡潔にお願いします。 

  菊池課長。 

○菊池総務課長 （議案第22号について説明） 

○松田委員長 説明が終わりましたので、各委員か

らの質疑、ご意見等をお受けいたします。 

  副委員長。 

○相馬副委員長 まず、人事院勧告というものを詳

細にご説明いただきたいと思いますが、人事院勧

告について。 

○松田委員長 菊池課長。 

○菊池総務課長 人事院勧告の内容につきましては、

先ほどご説明しました扶養手当につきましては、

配偶者が29年度１万円、30年度6,500円、31年度

８級職相当の職員については3,500円に勧告した

ものでございます。 
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○松田委員長 副委員長。 

○相馬副委員長 そうしますと、その人事院勧告と

いうものは強制力というのが、あくまでも勧告で

あって、具体的にその数字と、それから内容等決

めるのは市のほうで決めるものなんでしょうか。 

○松田委員長 菊池課長。 

○菊池総務課長 やはり当然議会の承認はいただく

ような形ですが、やはり財源の問題等、そういっ

たのが可能であれば…… 

〔「私のほうからよろしいでしょうか」と

言う人あり〕 

○松田委員長 部長。 

○和久総務部長 人事院勧告といいますのは、本来

の労働者というのは組合をつくって交渉をして、

その賃金なりを決めるというのが基本なんですが、

公務員につきましては、その労働三権、いわゆる

争議権と団結権とかというのがないんです。争議

権がないんです。そのかわりとして人事院勧告と

いうのがあるわけでありまして、これは全く勧告

でありますから、強制力はない。最終的に決める

のは市長というふうなことになるんです。そんな

ことでありますので、人事院勧告どおりやらなけ

ればならないというふうなことはありませんけれ

ども、やはりそういうふうな仕組みになっていま

すので、それは尊重すべきというふうなところで

行っているところです。 

○松田委員長 副委員長。 

○相馬副委員長 そうすると、今回の条例改正の中

に人事院勧告には含まれていないものも含まれて

いるということでしょうか。また、その部分はど

の部分でしょうか。 

○松田委員長 菊池課長。 

○菊池総務課長 人事院勧告に含まれていない部分

につきましては、子に係る扶養手当、こちら国の

ほうでは29年度は8,000円、30年度からは１万円

とするものを、本案につきましては、29年度から

１万円にさせていただきたいということでご提案

申し上げているところでございます。そこの部分

が異なります。 

○松田委員長 そのほかございますでしょうか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 それでは、ないようですので、質疑

を終了したいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますでしょうか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第22号 那須塩原市職員の給与に関する条

例の一部改正については、原案のとおり可決すべ

きものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第22号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第２３号の説明、質疑、討

論、採決 

○松田委員長 続きまして、議案第23号 那須塩原

市技能労務職員の給与の種類及び基準に関する条

例の一部改正についてを議題といたします。 

  執行部から、議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 
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  菊池課長。 

○菊池総務課長 （議案第23号について説明） 

○松田委員長 説明が終わりましたので、各委員か

らの質疑、ご意見等をお受けいたします。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論ございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第23号 那須塩原市技能労務職員の給与の

種類及び基準に関する条例の一部改正については、

原案のとおり可決すべきものとすることに異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第23号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第３１号の説明、質疑、討

論、採決 

○松田委員長 続いて、議案第31号 那須塩原市消

防団の定員、任免、給与、服務等に関する条例の

一部改正についてを議題といたします。 

  執行部からの議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  菊池課長。 

○菊池総務課長 （議案第31号について説明） 

○松田委員長 説明が終わりましたので、各委員か

らの質疑、ご意見等をお受けいたします。 

  眞壁委員。 

○眞壁委員 報酬のほうなんですけれども、大田原

を参考にしたということなんですが、大田原と一

緒でしょうか。 

○松田委員長 菊池課長。 

○菊池総務課長 基本的に同じなんですが、団長に

ついては那須塩原市のほうが2,000円ほど高くな

っている状態でございます。 

○松田委員長 ほかにございますでしょうか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第31号 那須塩原市消防団の定員、任免、

給与、服務等に関する条例の一部改正については、

原案のとおり可決すべきものとすることに異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第31号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 
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─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第３２号の説明、質疑、討

論、採決 

○松田委員長 続いて、議案第32号 那須塩原市長

の給料月額の特例に関する条例の廃止についてを

議題といたします。 

  執行部から、議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  菊池課長。 

○菊池総務課長 （議案第32号について説明） 

○松田委員長 説明が終わりましたので、各委員か

らの質疑、ご意見等をお受けいたします。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第32号 那須塩原市長の給料月額の特例に

関する条例の廃止については、原案のとおり可決

すべきものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第32号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第３３号の説明、質疑、討

論、採決 

○松田委員長 続いて、議案第33号 那須塩原市副

市長及び教育長の給料月額の特例に関する条例の

廃止についてを議題といたします。 

  執行部から、議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  菊池課長。 

○菊池総務課長 （議案第33号について説明） 

○松田委員長 説明が終わりましたので、各委員か

らの質疑、ご意見等をお受けいたします。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第33号 那須塩原市副市長及び教育長の給

料月額の特例に関する条例の廃止については、原

案のとおり可決すべきものとすることに異議ござ

いませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第33号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 
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◎議案第３４号の説明、質疑、討

論、採決 

○松田委員長 続いて、議案第34号 那須塩原市職

員の給与の臨時特例に関する条例の廃止について

を議題といたします。 

  執行部から、議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  菊池課長。 

○菊池総務課長 （議案第34号について説明） 

○松田委員長 説明が終わりましたので、各委員か

らの質疑、ご意見等をお受けいたします。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第34号 那須塩原市職員の給与の臨時特例

に関する条例の廃止については、原案のとおり可

決すべきものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第34号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  審査中でございますけれども、昼食のため暫時

休憩をいたします。 

  １時開会ということでよろしくお願いいたしま

す。 

 

休憩 午前１１時５８分 

 

再開 午後 零時５６分 

 

○松田委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第４３号の説明、質疑、討

論、採決 

○松田委員長 それでは、議案第43号 那須塩原市

第３次定員適正化計画についてを議題といたしま

す。 

  執行部から、議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  菊池課長。 

○菊池総務課長 （議案第43号について説明） 

○松田委員長 説明が終わりましたので、各委員か

ら質疑、ご意見等をお受けいたします。 

  副委員長。 

○相馬副委員長 そうしたら、10ページの一番下、

⑷目標に対する目標値設定の考え方でございます

が、その中に「類似団体との比較において減員の

余地がうかがえるものの」というふうな表現にな

っておりますが、まず類似団体のご説明をいただ

いて、その減員の余地をご説明いただきたいと思

いますが、よろしくお願いします。 

○松田委員長 菊池課長。 

○菊池総務課長 ４ページをごらんいただきたいと

思います。 

  こちら類似団体の比較という記載がございます

が、類似団体というもの、人口と産業構造を基準
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として全国の市町村を幾つかグループ分けしてご

ざいます。その中で本市と同じグループに属する

85団体、こちらについて類似団体というふうにし

ているところでございます。 

  ５ページをごらんいただきたいと思います。 

  85団体のうち、一番右端、人口１万人当たりの

職員数が記載されてございます。那須塩原市につ

きましては上から数えて56番目という形で67.92。

全国85団体の中では平均をやや下回るという形で

ございます。 

  こうしたことから、単純に類似団体と比較した

職員数については上回っておりますので、そうい

った意味合いからは「減員の余地がうかがえるも

の」というふうに表記してございます。 

  こちらにつきましては、同じ類似団体であって

も、やはり面積の広さとかもかなり影響してまい

るので、なかなか機械的にはいかないところもご

ざいます。 

  説明は以上です。 

○松田委員長 よろしいですか。 

○相馬副委員長 はい。 

○松田委員長 そのほかございますか。 

  ないようですので、質疑を終了したいと思いま

すが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第43号 那須塩原市第３次定員適正化計画

については、原案のとおり可決すべきものとする

ことに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第43号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  それでは、ここで総務企画常任委員会を予算常

任委員会（第一分科会）に切りかえます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第７号の説明、質疑、討論、

採決 

○松田委員長 議案第７号 平成29年度那須塩原市

一般会計予算を議題といたします。 

  執行部から議案の説明をお願いいたします。 

  菊池課長。 

○菊池総務課長 （議案第７号について説明） 

○松田委員長 説明が終わりましたので、各委員か

らの質疑、ご意見等をお伺いいたします。 

  佐藤委員。 

○佐藤委員 122ページです。 

  ９款消防費で１項２目の消防費ということで、

これは非常勤職員報酬、それぞれ出ていますけれ

ども、これは黒磯消防団員ということでよろしい

んですか。1001事業の一番上です。 

○松田委員長 菊池課長。 

○菊池総務課長 こちらの報酬につきましては、本

団の部分と黒磯支団の分の計上でございます。 

○佐藤委員 本団と黒磯支団ですね。 

○菊池総務課長 黒磯支団です。 

○松田委員長 佐藤委員。 

○佐藤委員 もう１回なんですけれども、同じとこ

ろの報償金で、消防操法競技入賞記念品というこ

とで、それぞれの西那須野支所と塩原支所にもあ
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るんですけれども、統合後にもこれは３会場でや

るということなんですか。 

○松田委員長 菊池課長。 

○菊池総務課長 操法競技会、平成29年度につきま

しては３会場で実施という形でございます。ただ、

30年度以降につきましては今のところ未定ですが、

なるべく一つの方向性を探っているところではご

ざいます。 

○松田委員長 よろしいですか。 

  では、佐藤委員。 

○佐藤委員 そうすると、通常点検は、統合した場

合１カ所で全団員がやるということでよろしいで

すか。 

○松田委員長 菊池課長。 

○菊池総務課長 通常点検につきましては既に協議

が調いまして、平成29年度、１カ所で全体でやる

という形でございます。 

○佐藤委員 わかりました。 

○松田委員長 その他ございませんでしょうか。 

  眞壁委員。 

○眞壁委員 では、33ページです。 

  給与・職員厚生費の中で、先ほど社会保険料、

加入者220名増ということでお話があったんです

が、この辺ちょっともう１回、詳しく説明をお願

いしたいんですけれども。 

  今まで対象になっていなかった方が多分なるん

だと思うんですけれども。 

○菊池総務課長 どういう人が加入対象になるか。 

○眞壁委員 はい。 

○菊池総務課長 では、委員長、係長から答弁させ

ます。 

○松田委員長 それでは、係長、お願いいたします。 

○岸上給与厚生係長 平成28年10月１日から、制度

改正によりまして社会保険の適用拡大になりまし

た。 

  その要件が５つございまして、１つは、基本給

が月額８万8,000円以上。２つ目が、１週間の所

定労働時間が20時間以上。３つ目が、学生でない

こと。４つ目が、事業所がその適用拡大の対象と

なる特定適用事業所であること。もう一つ要件が

ありまして、それによりまして、今までは常勤、

いわゆる私たちと同じ正規の勤務時間の４分の３

以上の勤務時間を勤務をしている臨時非常勤の職

員が社会保険の加入の対象になっていたんですが、

適用拡大になりまして、本市におきましては約

220名、200人ほど臨時非常勤がその対象となるこ

とになりました。 

○眞壁委員 では、それはわかりました。 

  そうすると、まだ残っている方がどのぐらい。

その率で、まだ対象にならない方というか、非正

規の職員が600だか700いると言っていましたよね。

700近くいるとか。その中で社会保険の対象にな

っていない人がどのぐらいいるかというのは、ち

ょっとわからないか。大体でいいです。 

○松田委員長 では、係長。 

○岸上給与厚生係長 人数としますと、先ほどの全

体から除いた人数にはなるんですが、ただ、人数

を具体的には申し上げられないんですが、どんな

職種というか対象になるかというと、月額が８万

8,000円に満たない、所定の労働時間が20時間を

超えていても８万8,000円に満たない。例えば保

育助手とか、あと、やはり短い時間で勤めている

臨時職員もおりますので、その職員におきまして

は適用拡大後もその資格取得の要件は満たさない

ことになっております。 

  それが大体400名ぐらいになるかとは思うんで

すが、ちょっと今、手元に具体的な数字を持ち合

わせていないので申しわけございません。 

○眞壁委員 もし後でわかったらで結構なんですけ

れども、その対象にならない人間がどのぐらいい
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るかだけ、確認していただきたい。 

〔「私のほう、ちょっと補足をさせて……」

と言う人あり〕 

○松田委員長 和久部長。 

○和久総務部長 臨時職員につきましては、フルタ

イムの臨時職員と、ですから７時間45分と基本的

には５時間45分です。その２種類は、この改正で、

フルタイムは前から対象になっていますけれども、

５時間45分の職員についても対象になったんです。

そうすると、ほとんどなったわけなんです。あと

は本当に、今、係長からお話がありましたように、

二、三時間の臨時職員とかです。そういうふうな

職員なんで、そういうのがどこにいるかというと

大体は保育園なんです。それから健康センターあ

たりです。やっぱり臨時の保健師さんです。そう

いった方々なので、そんなには数的には。 

○眞壁委員 そうするとパート的な感じの人ですか

ね。 

○和久総務部長 そうですね。正確な数は後で。 

○眞壁委員 では、かなりの人数がほとんど入って

きたという。 

○和久総務部長 といふうなことに。 

○眞壁委員 わかりました。 

○松田委員長 よろしいですか。 

  そのほか。 

  相馬委員。 

○相馬副委員長 まず、31ページの防災対策費が前

年度予算2,483万4,000円から1,478万9,000円とい

うことで1,000万円減になりましたということで

すね。それは、理由としては、自主防災組織育成

費が別枠に9001事業ということになって、そこが

535万円ということで別枠になったのでというこ

となんですが、残り、減った475万円分は、そう

するとどこが減ったのかわかりますか。 

○松田委員長 菊池課長。 

○菊池総務課長 自主防災組織育成支援費そのもの

の予算要求が、平成28年度につきましては実施計

画上の数値でして、ほとんどの自治会で防災組織

が組織化されたというような数値で予算を計上し

ていたので、ここの部分で昨年度は1,000万を超

えていたような形なんです。ですので、大体それ

を除きますと、差引額が出るのかなというような

形です。 

○相馬副委員長 わかりました。 

○松田委員長 副委員長。 

○相馬副委員長 続きまして、33ページの一番上、

新規の勤務管理システム関連ＩＣカード作成、そ

れからシステム保守料で、先ほど、今回は799万

4,000円がこの経費にかかるんですが、今後は年

間770万ずつずっとかかってきますということだ

ったんですが、このシステムを導入するメリット

は何なんでしょうか。 

○松田委員長 菊池課長。 

○菊池総務課長 もともとはやっぱり時間外勤務が

どうしても右肩上がりになってくるというふうな

状況でございまして、特に、指導を行っていく大

もとの総務課自体の時間外勤務が伸びていってい

るような現状にございます。 

  その一つの要因の中には、先ほどもちょっと申

し上げたと思いますが、時間外勤務の計算、そう

いった部分もばかにならないところがございまし

て、各人がやる計算時間の短縮も図られますし、

加えて、それを取りまとめる総務課の事務の軽減、

効率化が図られるし、また、労働基準法上、使用

者は労働者の労働日ごとの始業・終業時刻を確認

しまして、これを記録することが求められている

ような状況なんですけれども、現在、本市には労

働日ごとの労働時間を客観的に記録・保管するよ

うな仕組みがないといったような状況もございま

す。 
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  また、先ほど時間外勤務も申し上げたところな

んですが、年々、業務形態も多様化しておりまし

て、多様化する任用制度や勤務形態、また、標準

報酬制の導入などの制度改正によりまして、給与

計算及びその任用に係る事務が急増しております。

こういったシステムを導入することによりまして、

時間外勤務だけでなく、それらの部分についても

事務の軽減が図られるものというふうに期待はし

ているところでございます。 

○松田委員長 副委員長。 

○相馬副委員長 わかりました。 

  毎年770万円ずつかかるメリットは十分あると

いうご判断だということですね。 

○菊池総務課長 はい。 

○相馬副委員長 了解しました。 

○相馬副委員長 進行を変わります。 

  松田委員長。 

○松田委員長 先ほどの同じ勤務管理システムなん

ですけれども、非接触型のを使うんですよね。先

ほど、何か課長がタイムカードみたくそういうよ

うな感じの。まさか非接触系ですよね。今どき、

そんなのないと思うんで。 

○相馬副委員長 課長。 

○菊池総務課長 失礼しました。タイムカードと思

わず言ってしまったんですが、タイムレコーダー

です。タイムレコーダーにＩＣカードをかざして。 

○松田委員長 非接触型ですね。 

○菊池総務課長 そうですね。大変失礼いたしまし

た。 

○松田委員長 では、もう１回。 

○相馬副委員長 松田委員長。 

○松田委員長 そうすると、給与計算は全部自動で

やってくれますけれども、そのＩＣチップで出入

りもできるようなシステムをつけるんですか。今

は多分、役所を一度ピピピって何か施錠していま

すけれども。 

○相馬副委員長 菊池課長。 

○菊池総務課長 警備と連動しているかという意味

で…… 

○松田委員長 そうです。 

○菊池総務課長 そちらについては連動はしており

ません。職員証を兼ねるような形では考えている

んですが。 

○相馬副委員長 松田委員長。 

○松田委員長 各部ごとに１台、そういう非接触型

のやつを置いておくのか、何か１階に１個置くの

か、どういう形をとるんでしょうか。 

○菊池総務課長 設置場所ですか。 

○松田委員長 設置場所。 

○相馬副委員長 課長。 

○菊池総務課長 設置場所については15台を考えて

ございます。本庁舎、西那須野庁舎、それと、あ

とは勤務形態が複雑な保育園です。 

  タイムレコーダーを置かないところにつきまし

ては、各自、今、配備されておりますパソコンの

端末で、タイムレコーダーではないんですけれど

も、操作することによって出勤・退勤というよう

な形、そういった手法を考えているところでござ

います。 

  やはりタイムレコーダーを各施設に配備します

と、やはりそれらの費用もかさむものですから、

必要最低限のところにレコーダーの箇所は抑えた

いというふうに考えているところでございます。 

○松田委員長 わかりました。 

○相馬副委員長 では、進行戻ります。 

○松田委員長 皆様、ないでしょうか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 
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○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決をいたします。 

  議案第７号 平成29年度那須塩原市一般会計予

算は、原案のとおり可決すべきものとすることに

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第７号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○松田委員長 総務課所管の審査事項は以上となり

ました。 

  その他として委員の皆様から何かございますで

しょうか。 

  では、大野委員。 

○大野委員（職員のストレスチェックについて） 

○松田委員長 相馬副委員長。 

○相馬副委員長 (12月定例会、市政一般質問にお

ける水防倉庫に対する市の対応について) 

○松田委員長 それでは、執行部のほうからは何か

ございますでしょうか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、以上で総務課の

審査を終了いたします。 

  ご苦労さまでした。 

  執行部入れかえのため暫時休憩をいたします。

10分間休憩をとらせていただいた後に再開いたし

ますので、よろしくお願いいたします。 

 

休憩 午後 ２時０９分 

 

再開 午後 ２時１８分 

 

○松田委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎財政課の審査 

○松田委員長 ただいまから財政課の審査に入りま

す。担当課の皆さん、ご苦労さまでございます。 

  それでは、ここで総務企画常任委員会を予算常

任委員会（第一分科会）に切りかえます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第７号の説明、質疑、討論、

採決 

○松田委員長 議案第７号 平成29年度那須塩原市

一般会計予算を議題といたします。 

  執行部から、議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  課長。 

○中山財政課長 （議案第７号について説明） 

○松田委員長 説明が終わりました。 

  各委員から質疑、ご意見等をお受けいたします。 

  副委員長。 

○相馬副委員長 すみません、１つだけ。 

  35ページの２款総務費、１項６目の一番下、

2001事業、土地開発基金積立金ということになっ
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ておりますが、先ほど基金はお金と土地があると

いうふうに伺いました。お金の金額はここで聞い

たのですが、土地の面積は伺っていないのですが。 

〔「ちょっと持ってきていないですね」と

言う人あり〕 

○相馬副委員長 大丈夫です。 

〔「すみません、ちょっと後で」と言う人

あり〕 

○松田委員長 後で資料をお願いいたします。 

  ほかございますでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 それでは、ないようですので質疑を

終了したいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終了

し、これより採決をいたします。 

  議案第７号 平成29年度那須塩原市一般会計予

算は、原案のとおり可決すべきものとすることに

意義ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第７号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  財政課所管の審査事項は以上となります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○松田委員長 その他として、委員の皆様から何か

ございますでしょうか。 

○相馬副委員長 （Ｗｉ－Ｆｉつきの自動販売機） 

○松田委員長 よろしいですか。 

  では、執行部から何かございますでしょうか。 

  中山課長。 

○中山財政課長 （３月補正予算の追加について） 

  （議案第７号の質疑における答弁保留の回答に

ついて） 

  それからもう１点、先ほどお答えできなかった

話なんですが、面積にしますと6,003.22㎡という

土地、およそ6,000㎡ということでの土地代とい

うことであります。 

○松田委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 （追加となる３月補正予算の金額につ

いて） 

○松田委員長 よろしいですね。 

  それでは、以上で財政課の審査を終了いたしま

す。ご苦労さまでございました。 

  ここで、執行部入れかえのため暫時休憩といた

します。 

 

休憩 午後 ２時５３分 

 

再開 午後 ３時０５分 

 

○松田委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎契約検査課の審査 

○松田委員長 ただいまから契約検査課の審査に入

ります。 

  担当課の皆さん、ご苦労さまでございます。 



－26－ 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第４４号の説明、質疑、討

論、採決 

○松田委員長 それでは、議案第44号 那須塩原市

公共工事コスト縮減に関する行動計画の変更につ

いてを議題といたします。 

  執行部から、議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  五十嵐課長。 

○五十嵐契約検査課長 （議案第44号について説

明） 

○松田委員長 説明が終わりました。 

  各委員からの質疑、ご意見等をお受けいたします。 

  よろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決をいたします。 

  議案第44号 那須塩原市公共工事コスト縮減に

関する行動計画の変更については、原案のとおり

可決すべきものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第44号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  それでは、ここで総務企画常任委員会を予算常

任委員会（第一分科会）に切りかえます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第７号の説明、質疑、討論、

採決 

○松田委員長 議案第７号 平成29年度那須塩原市

一般会計予算を議題といたします。 

  執行部から、議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  五十嵐課長。 

○五十嵐契約検査課長 （議案第７号について説

明） 

○松田委員長 説明が終わりました。 

  各委員から質疑、ご意見等をお受けいたします。 

  眞壁委員。 

○眞壁委員 １点だけいいですか。 

  入札契約費の中で、ＬＧＷＡＮ－ＡＳＰセキュ

リティーの関係が新規なんですけれども、これの

金額だけ幾らなのか。 

  五十嵐課長。 

○五十嵐契約検査課長 そのセキュリティー対策強

化費ということで、181万4,400円を計上しており

ます。 

○眞壁委員 これ全部、旧システムの撤去まで入れ

てか。 

○五十嵐契約検査課長 いえ、これは回線を切りか

えるということでのシステム変更に伴うものにな

ります。機器の撤去等はまた別で計上になってい

ます。 

○眞壁委員 これは別。では、それもちょっと合わ

せて内訳。 

○五十嵐契約検査課長 先ほど申しましたように、
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機器の入れかえにつきましては債務負担行為で計

上しておりまして、総額では2,263万5,000円にな

ります。こちらが５年間で使用する使用料、それ

から機器のリース、保守込みで５年で、５年とい

いますと年度にしますと６年度にまたがるんです

が、2,263万5,000円の費用がかかります。そのう

ち契約が30年２月末で切れまして、30年３月分の

一月だけ、36万8,000円のみが29年度の予算に計

上されております。 

○松田委員長 よろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○松田委員長 ほかにございませんでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 それでは、ないようですので質疑を

終了したいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決をいたします。 

  議案第７号 平成29年度那須塩原市一般会計予

算は、原案のとおり可決すべきものとすることに

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第７号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  契約検査課の所管の審査事項は以上となります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○松田委員長 その他として、委員の皆様から何か

ございますでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 執行部からは何かございますでしょ

うか。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

○松田委員長 以上で契約審査課の審査を終了いた

します。ご苦労さまでございました。 

  ここで、執行部入れかえのため暫時休憩といた

します。 

 

休憩 午後 ３時１５分 

 

再開 午後 ３時２０分 

 

○松田委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎課税課・収税課の審査 

○松田委員長 これまでは１つの所管課ごとに審査

してまいりましたが、課税課と収税課につきまし

ては当初予算案件を審査する上で関連があります

ので、２課同時に審査することといたします。 

  それでは、ただいまから課税課及び収税課の審

査に入ります。 

  担当課の皆さん、ご苦労さまでございます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第２４号の説明、質疑、討

論、採決 



－28－ 

○松田委員長 まず、議案第24号 那須塩原市税条

例等の一部改正についてを議題といたします。 

  執行部から、議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  大武課長。 

○大武課税課長 （議案第24号について説明） 

○松田委員長 説明が終わりましたので、各委員か

らの質疑、ご意見等をお受けいたします。 

  よろしいですか。 

  相馬委員。 

○相馬副委員長 先ほどの説明で、平成31年10月か

らの適用になる条例だということなんですが、そ

れを今年度末で税条例を改正するというのは、そ

れは国の指示ということなんでしょうか、お伺い

します。 

○松田委員長 大武課長。 

○大武課税課長 先ほど言った、例えばスイッチＯ

ＣＴの説明がありましたけれども、あれについて

の30年１月１日からというのも、一部は入ってい

るんです。ちょっと説明を落としてしまったかも

しれませんけれども、そういったものもあります。

ただ、基本は31年10月からという部分なんですけ

れども、実はこれ、既に28年度の税制改正の中で

つくられた制度で、その後、消費税を２年間延長

するということになったものですから、今回、お

出ししたわけなんですけれども、やはり国のほう

では、そういう制度をつくっても、既に去年の11

月の臨時国会の時点で、これの制度そのものは国

の法律として可決しているんです。なので、今回、

あわせてというか、お出しするものなんです。や

はり特に軽自動車税なんかは大きな改正になるも

のですから、当然、前もって国民にあるいは市民

に周知しておくという必要性も含めて、今回、改

正したいというものであります。 

○松田委員長 そのほか、ございませんでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第24号 那須塩原市税条例等の一部改正に

ついては、原案のとおり可決すべきものとするこ

とに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第24号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  それでは、ここで総務企画常任委員会を予算常

任委員会（第一分科会）に切りかえます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第７号の説明、質疑、討論、

採決 

○松田委員長 まずは、議案第７号 平成29年度那

須塩原市一般会計予算を議題といたします。 

  執行部から、議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  それでは、大武課長。 

○大武課税課長 （課税課 議案第７号について説

明） 

○松田委員長 相馬課長。 
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○相馬収税課長 （収税課 議案第７号について説

明） 

○松田委員長 説明が終わりました。 

  各委員からの質疑、ご意見等をお受けいたしま

す。 

  相馬副委員長。 

○相馬副委員長 ９ページ、総務手数料の221、

2001の諸証明手数料ということで、先ほど窓口手

数料の金額ですというふうにおっしゃったと思う

んですが、これはコンビニの手数料というのは

─ああ、そうか、あれはコンビニに払うのか、

手数料。すみません。 

○松田委員長 大武課長。 

○大武課税課長 実は、その指摘のとおり、さっき

窓口関係のと言ったんですけれども、コンビニで

も１通200円いただいていますので、それはこの

中に入っています。ただ、コンビニはお客さんか

らは１通200円もらうんですけれども、コンビニ、

あっちで運営するほうには別に委託料として、こ

こではないですけれども、払わなくてはならない

部分があるのはあるんです。だけれども、ここの

歳入として見ているのは、コンビニでお客さんが

払ってくれる１通200円を、ここで歳入として見

ているということです。 

○松田委員長 眞壁委員。 

○眞壁委員 じゃ、49ページの市税徴収費の関係で、

非常勤が１名減ということだったと思うんですけ

れども、この辺なんですけれども、どうして減に

なったのか、教えていただきたいです。 

○相馬収税課長 年齢も65歳の女性の方だったんで

すけれども、やはりどうしてもなかなかきつくな

ってきまして、続けることができないということ

で。 

○眞壁委員 負担の徴収業務に支障とかというのは

出るのか、出ないのか。 

○相馬収税課長 やはりかなりな金額を集めてきて

いたものですから、自主的納付という形で抱えて

いた人、個人で納付する、口座振替するなり、個

人で期限内納付するように指導はしてきたんです

けれども。 

○眞壁委員 減った分だけ。今、指導して、何とい

うんだ、回収はできるという考えでいいんですか。 

○相馬収税課長 そうです。 

○眞壁委員 じゃ、必要なくなったというような感

覚でよろしいんですね。 

○相馬収税課長 そうです。 

○眞壁委員 わかりました。 

○松田委員長 そのほか、ございますか。 

  星委員。 

○星委員 ２項３目の市税徴収費なんですけれども、

非常勤嘱託員の人数を教えてください。収税嘱託

員と徴収指導員、３目それぞれの。 

○松田委員長 相馬課長。 

○相馬収税課長 収税嘱託員に関しては２名でござ

います。徴収指導員につきましては１名、国税の

経験者でございます。 

○松田委員長 よろしいですか。 

○星委員 はい。 

○松田委員長 ほか、ありますでしょうか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 
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○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決をいたします。 

  議案第７号 平成29年度那須塩原市一般会計予

算は、原案のとおり可決すべきものとすることに

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第７号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第８号の説明、質疑、討論、

採決 

○松田委員長 続きまして、議案第８号 平成29年

度那須塩原市国民健康保険特別会計予算を議題と

いたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いいたしま

す。 

  大武課長。 

○大武課税課長 （課税課 議案第８号について説

明） 

○松田委員長 相馬課長。 

○相馬収税課長 （収税課 議案第８号について説

明） 

○松田委員長 説明が終わりましたので、各委員か

らの質疑、ご意見等をお受けいたします。 

  相馬委員。 

○相馬副委員長 予算執行計画書167ページの１款

２項１目の保険税徴収費の中の新規、納期内納付

ペイジークレジット納付周知チラシというふうに

なっておりますが、この納期内納付ペイジーとい

うペイジーはどういうことなのか、お伺いしたい

と思うんですけれども。 

○松田委員長 相馬課長。 

○相馬収税課長 納期内納付ということで、軽自動

車税、固定資産税、市県民税とかあるわけなんで

すけれども、そこに各納期が決められています。

その中で、結局納期内に納めていただくようなチ

ラシをつくって発行しているわけなんでございま

す。 

○松田委員長 相馬委員。 

○相馬副委員長 ペイジーが納期内じゃないと使え

ないですよということではなくて、ペイジー自体

が納期内でないと使えないということなの、そう

いうチラシだということ。 

○相馬収税課長 そうです。 

○相馬副委員長 わかりました。 

○松田委員長 星委員。 

○星委員 このペイジーにすることによって、収納

率はどのくらい上がると見込んでいますか。 

○松田委員長 相馬課長。 

○相馬収税課長 ペイジークレジットにした効果な

んですけれども、現年度課税分でちょうど昨年度

出した資料なんですけれども、現年度の課税の調

定額の0.1％で、年間で約2,100万ぐらいを見込ん

でおります。 

○松田委員長 よろしいですか。 

○星委員 はい。 

○松田委員長 その他、ございませんでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 それでは、ないようですので、質疑

を終了したいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 
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〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決をいたします。 

  議案第８号 平成29年度那須塩原市国民健康保

険特別会計予算は、原案のとおり可決すべきもの

とすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第８号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第９号の説明、質疑、討論、

採決 

○松田委員長 続きまして、議案第９号 平成29年

度那須塩原市後期高齢者医療特別会計予算を議題

といたします。 

  執行部からの議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  大武課長。 

○大武課税課長 （課税課 議案第９号について説

明） 

○松田委員長 相馬課長。 

○相馬収税課長 （収税課 議案第９号について説

明） 

○松田委員長 説明が終わりましたので、各委員か

らの質疑、ご意見等をお受けいたします。 

  質疑ございませんでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 それでは、ないようですので、質疑

を終了したいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決をいたします。 

  議案第９号 平成29年度那須塩原市後期高齢者

医療特別会計予算は、原案のとおり可決すべきも

のとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第９号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１０号の説明、質疑、討

論、採決 

○松田委員長 続きまして、議案第10号 平成29年

度那須塩原市介護保険特別会計予算を議題といた

します。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いいたしま

す。 

  大武課長。 

○大武課税課長 （課税課 議案第10号について説

明） 

○松田委員長 相馬課長。 

○相馬収税課長 （収税課 議案第10号について説

明） 

○松田委員長 説明が終わりましたので、各委員か

らの質疑、ご意見等をお受けいたします。 

  質疑ございませんでしょうか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、質疑を終了した
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いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決をいたします。 

  議案第10号 平成29年度那須塩原市介護保険特

別会計予算は、原案のとおり可決すべきものとす

ることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第10号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  課税課及び収税課の所管の審査事項は以上とな

ります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○松田委員長 その他として、委員の皆様から何か

ございますでしょうか。 

  大野委員。 

○大野委員 （滞納繰越の時効について） 

○松田委員長 そのほか、ございませんでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 執行部から何かございますでしょう

か。 

  相馬課長。 

○相馬収税課長 すみません。訂正をお願いしたい

んですけれども、予算計画書の49ページの２項３

目徴収費の中で、私、収税嘱託員１名減と言った

んですけれども、２名のまま、変わりないという

ことです。国保税と勘違いしていまして。申しわ

けございません。すみません。訂正をお願いしま

す。 

〔「じゃ、２名のままで」「じゃ、変わら

ないということ」と言う人あり〕 

○相馬収税課長 申しわけございません。 

○松田委員長 そのほか、ございますでしょうか。 

  大武課長。 

○大武課税課長 （固定資産税課税誤りについて報

告及び３月追加補正予算による還付加算金の対応

について） 

○松田委員長 わかりました。 

  じゃ、よろしいですか。 

  じゃ、以上で課税課及び収税課の審査を終了い

たします。 

  これで総務部の審査は全て終了となります。ご

苦労さまでした。 

  ここで、執行部退席のため暫時休憩をいたしま

す。 

 

休憩 午後 ４時３５分 

 

再開 午後 ４時３７分 

 

○松田委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

  各委員から何かございますでしょうか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 じゃ、事務局からはありますか。 

○室井議会事務局書記 （事務局事務連絡。） 

○松田委員長 じゃ、お願いいたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 
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◎散会の宣告 

○松田委員長 それでは、以上で本日の委員会を散

会いたします。 

  大変ご苦労さまでございました。 

 

散会 午後 ４時３９分 
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総務企画常任委員会及び予算常任委員会（第一分科会） 

 

平成２９年３月８日（水曜日）午前９時５５分開会 

 

出席委員（９名） 

委 員 長 松 田 寛 人  副 委 員 長 相 馬   剛  

委 員 星   宏 子  委 員 佐 藤 一 則  

委 員 大 野 恭 男  委 員 眞 壁 俊 郎  

委 員 齋 藤 寿 一  委 員 金 子 哲 也  

委 員 人 見 菊 一    

 

欠席委員（なし） 

 

紹介議員（なし） 

 

説明のための出席者 

企 画 部 長 藤  田  輝  夫   企画政策課長 小  泉  聖  一   

企画政策課長 
補 佐 

村  松  一  紀   企画政策係長 江  面  史  彦   

企 画 政 策 課 
主 査 
（ 係 長 級 ） 

石  川  敦  史   行政経営係長 佐 々 木  玲 男 奈   

企 画 政 策 課 
主 査 
（ 係 長 級 ） 

佐  藤  吉  将   
シティプロモ 
ーション課長 

小  出  浩  美   

プロモーショ 
ン 係 長 

浅  賀  亜 紀 子   広報広聴係長 興  野  和  人   

秘 書 課 長 磯        真   
秘書課長補佐 

兼 
都市交流係長 

佐  藤  知  子   

秘 書 係 長 岩  波  ひ ろ み   
市民協働推進 
課 長 

室  井  啓  二   

市民協働推進 
課 長 補 佐 兼 
男女共同参画 
係 長 

江  連  宣  仁   
市民協働推進 
課 統 計 係 長 

渡  邉  純  子   

協働のまちづ 
く り 室 長 

織  田  智  富   
市民協働主査 
（ 係 長 級 ） 

田  中  幸  子   

自治振興担当 
副 主 幹 

相  馬  文  彦   塩 原 支 所 長 印  南  良  夫   

総務福祉課長 君  島  紀  夫   
総務福祉課長 
補佐兼総務係 
長兼税務係長 

齋  藤  正  幸   
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市 民 係 長 濱  田  伸  夫   箒根出張所長 江  連  周  治   

産業観光建設 
課 長 

吉  澤  克  博   
産業観光建設 
課 長 補 佐 兼 
建 設 係 長 

君  島     隆   

農 林 係 長 髙  野     彰   観光商工係長 神  山     栄   

会計管理者兼 
会 計 課 長 

松  江  孝 一 郎   
会計課長補佐 
兼 歳 入 係 長 

室  井  富 美 子   

歳 出 係 長 平  川  雅  子   
選挙管理委員 
会 事 務 局 長 

稲  見  一  志   

選挙管理委員 
会 事 務 局 長 
補 佐 

秋  元  武  志   選 挙 係 長 阪  本  和  人   

監査委員事務 
局 長 

選挙管理委員会事務局長兼務 
監 査 委 員 
事務局長補佐 
兼 監 査 係 長 

選挙管理委員会事務局長補佐兼務 

固定資産評価 
審 査 委 員 会 
書 記 

選挙管理委員会事務局長兼務 
固定資産評価 
審 査 委 員 会 
書 記 

選挙管理委員会事務局長補佐兼務 

固定資産評価 
審 査 委 員 会 
書 記 

選挙係長兼務 
公 平 委 員 会 
書 記 長 

選挙管理委員会事務局長兼務 

公 平 委 員 会 
書 記 

選挙管理委員会事務局長補佐兼務 
公 平 委 員 会 
書 記 

選挙係長兼務 

 

出席議会事務局職員 

議会事務局長 渡  邊  秀  樹   議 事 課 長 増  田  健  造   

議事課長補佐 
兼 議 事 調 査 
係 長 

福  田  博  昭   庶 務 係 長 田  野  恵  子   

書 記 室  井  良  文     

 

議事日程 

  １．開 会 

  ２．委員長挨拶 

  ３．審査事項 

   〔塩原支所〕 

    ・塩原支所長挨拶 

   〔総務福祉課〕 

    予算常任委員会（第一分科会） 

    ・議案第 ７号 平成２９年度那須塩原市一般会計予算 

   〔産業観光建設課〕 

    予算常任委員会（第一分科会） 

    ・議案第 ７号 平成２９年度那須塩原市一般会計予算 
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    ・議案第１３号 平成２９年度那須塩原市温泉事業特別会計予算 

   〔企画部〕 

    ・企画部長挨拶 

   〔企画政策課〕 

    ・議案第２７号 那須塩原市ふるさと寄附条例の一部改正について 

    ・議案第３８号 国土利用計画那須塩原市計画について 

    ・議案第３９号 第２次那須塩原市行財政改革推進計画について 

    ・議案第４０号 那須塩原市公共施設等総合管理計画について 

    予算常任委員会（第一分科会） 

    ・議案第 ７号 平成２９年度那須塩原市一般会計予算 

   〔シティプロモーション課〕 

    予算常任委員会（第一分科会） 

    ・議案第 ７号 平成２９年度那須塩原市一般会計予算 

   〔秘書課〕 

    予算常任委員会（第一分科会） 

    ・議案第 ７号 平成２９年度那須塩原市一般会計予算 

   〔市民協働推進課〕 

    ・議案第４１号 第３次那須塩原市男女共同参画行動計画について 

    ・議案第４２号 那須塩原市結婚サポート総合戦略について 

    予算常任委員会（第一分科会） 

    ・議案第 ７号 平成２９年度那須塩原市一般会計予算 

   〔選管・監査・固定資産評価・公平委員会事務局〕 

    ・選管・監査事務局長挨拶 

    予算常任委員会（第一分科会） 

    ・議案第 ７号 平成２９年度那須塩原市一般会計予算 

   〔会計課〕 

    ・会計管理者挨拶 

    予算常任委員会（第一分科会） 

    ・議案第 ７号 平成２９年度那須塩原市一般会計予算 

   〔議会事務局〕 

    ・議会事務局長挨拶 

    予算常任委員会（第一分科会） 

    ・議案第 ７号 平成２９年度那須塩原市一般会計予算 

  ４．その他 

  ５．閉 会 

 



－38－ 

開会 午前 ９時５５分 

 

◎開議の宣告 

○松田委員長 皆さん、おはようございます。 

  ちょっと時間早いんですけれども、始めさせて

いただきます。 

  散会前に引き続き、総務企画常任委員会を再開

いたします。 

  各委員におかれましては、慎重なる審議ととも

に円滑な進行にご協力をお願い申し上げます。 

  それでは、次第により、本日の審査に入ります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎塩原支所の審査 

○松田委員長 それでは、塩原支所から順次審査を

進めてまいります。 

  初めに、支所長からご挨拶をお願いいたします。 

  支所長、お願いいたします。 

○印南塩原支所長 （挨拶。） 

○松田委員長 ありがとうございます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎総務福祉課の審査 

○松田委員長 それでは、ただいまから総務福祉課

の審査に入ります。 

  担当課の皆さん、ご苦労さまでございます。 

  それでは、ここで総務企画常任委員会を予算常

任委員会（第一分科会）に切りかえます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第７号の説明、質疑、討論、

採決 

○松田委員長 議案第７号 平成29年度那須塩原市

一般会計予算を議題といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いいたしま

す。 

  君島課長。 

○君島総務福祉課長 （議案第７号について説明） 

○松田委員長 ありがとうございます。 

  説明が終わりましたので、各委員からの質疑、

ご意見等をお受けいたします。 

  佐藤委員。 

○佐藤委員 46ページですね。 

  中ほどの塩原支所公用車集中管理費の塩原支所、

5001事業の新規のコンプレッサーということで、

主に洗車に使うということだったんですけれども、

これは新規ということで、今まではどういう形で

洗車していたのか。 

○松田委員長 君島課長。 

○君島総務福祉課長 今までは職員のほうで手洗い

でやっていたりしているんですけれども、ここの

ところあたり、特に冬期間の融雪剤をまくもので

すから、ある程度頻繁に洗わないと、なかなか、

さびが出てきたりとかということがあるので、そ

れを使ってやっていきたいと思っています。 

○佐藤委員 わかりました。 

○松田委員長 ほかはございませんでしょうか。 

  齋藤委員。 

○齋藤委員 124ページの消防コミュニティセンタ

ー整備事業で、今回の設計委託費等が出ておりま

すけれども、これについての場所と規模、適宜お

知らせを願いたいと思います。 

○松田委員長 君島課長。 

○君島総務福祉課長 124ページですね、消防コミ

ュニティセンターの整備事業につきましては、こ

としは一応年間計画の中で塩釜地区のほうを予定

として設計の委託料を計上いたしまして、次年度
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以降建設のほうに移るというようなことで予定い

たしております。 

〔「場所は」と言う人あり〕 

○君島総務福祉課長 場所は、塩釜。とりあえず、

今のところ、塩釜地区。あ、建設場所。 

〔「そうです」と言う人あり〕 

○君島総務福祉課長 そこはまだちょっと未定、地

域的に狭いところであってなかなか、急傾斜地と

かそういうところもあるので、今、場所の選定で

ちょっと苦慮をしていると。まだ、具体的な場所

ということまでは決まっておりません。 

○松田委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 それじゃ、場所が決まっていないとい

うことは、平米数も決まっていないということの

イコールでいいんでしょうか。 

○松田委員長 君島課長。 

○君島総務福祉課長 詰所の場合は、まず基本的に

市役所として統一の設計でもって、１階が車庫、

２階が詰所という形でなっておりまして、建てる

ところの面積等につきましては、基本的に建物の

建つ場所が最低あれば可能だと思うんですが、ま

たその地域の事情によりまして、車両を置く場所、

消防団の集まったときに置く場所がどれだけ確保

できるかというところで面積等は変わってくると

思います。 

  以上です。 

○松田委員長 眞壁委員。 

○眞壁委員 32ページの自主防災組織育成支援費の

関係なんですが、結成事業に18万ということで入

っているんですけれども、この辺の予定があるの

かどうかちょっと、わかっていればお願いします。 

○松田委員長 君島課長。 

○君島総務福祉課長 具体的に、どこの地区がとい

うところはまだありませんが、幾つかやっぱり、

説明会に来てほしいとか、今年度、29年度の総会

でちょっと審議をしたいというようなことで話は

来ております。まあ、なかなかスムーズに、次々

というわけにはいかないんですが、地道にそれぞ

れの自治会に入って説明を続けながら、新しく結

成を求めていきたいというふうに考えています。 

○松田委員長 眞壁委員。 

○眞壁委員 今、幾つの自治会があって、結成率と

いうか、件数等、結成率というのをちょっと教え

てください。 

○松田委員長 君島課長。 

○君島総務福祉課長 今、塩原地区は自治会として

は41自治会がありまして、現在結成されている分

で９自治会及び今結成の申請が出ているところが

１カ所、それを入れれば10カ所ということに現在

なります。 

○眞壁委員 結成の理由はなかなか難しいだろうと

思うんですけれども、その辺の理由というか、そ

れもお願いします。 

○松田委員長 君島課長。 

○君島総務福祉課長 具体的な理由というのは、実

際にはその地域における自主防災組織のメーンと

なるメンバーがなかなか、人材、人数及び年齢的

な問題がありまして、いないという状況でありま

す。どうしても、若いメンバー、ある程度中心的

になるのは消防団のほうで主に活動するというこ

とになりますので、もちろん自主防災組織も消防

団と一体となってやることにはなりますが、一応

組織としては基本的には別に、消防団とは別な組

織をつくってほしいというようなお願いをしてい

るものですから、なかなかその辺で人材が、なか

なか人が、どうしても高齢者、大体自分が災害の

ときに助けられるというふうな、の中で、いざ人

選をしてみるとなかなか人がいないんだよねとい

うところがやっぱりちょっとあります。 

○眞壁委員 今の話を聞くと、なかなか結成できな
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いのかなというようなイメージがちょっとあるん

で、目標的なものがあるかどうかというのはちょ

っとわからないですが、結成できなくてもいいと

いうような判断も必要かなというような気はする

んですけれども、その辺どのように考えています

か。 

○松田委員長 君島課長。 

○君島総務福祉課長 おっしゃることも確かに現実

としてありますので、必ずということはなかなか、

市としてもどこまで進められるかというのはわか

りません。今のところ、そういうところは、今結

成されていない部分は、もともとその地元の中で

それなりに助け合い的なものができていたり、あ

とは消防団と一緒になっていたりというようなこ

とで、実際の一昨年の水害のときも、実際には消

防団が中心となって動いておりますので、組織が

できないから逃げられないとか、そういうことで

はなくて、一応組織がない場合でも、当面まず消

防団のほうで小まめに地区を回ったり状況を把握

したりというようなことで、その辺の対応はして

いるし、今後も続けていきたいと思っています。 

○眞壁委員 わかりました。 

  まあ、なかなか難しいと思うので、自治会を１

カ所じゃなくて何カ所かでという方法もあるのか

なと思いますので、それは意見として。 

  以上です。 

○松田委員長 そのほかございますでしょうか。 

  じゃ、ちょっといいですか。 

  君島課長。 

○君島総務福祉課長 すみません。 

  先ほどのコンプレッサーでちょっと訂正を。私

がちょっと勘違いをしてございまして、すみませ

ん。 

  コンプレッサー、洗車を主にということなんで

すが、メーンで使うのは、タイヤを交換するとき

にぐるっと回したりとか、勘違いしておりました、

小さいものなので、タイヤのナットを回すレンチ

を使うためのほうのものがメーンの使用になりま

す。 

〔「ソフトレンチ」と言う人あり〕 

○君島総務福祉課長 エアーコンプレッサーです。 

  訂正させてもらってよろしいですか。 

〔「わかりました」と言う人あり〕 

○松田委員長 じゃ、佐藤委員。 

○佐藤委員 123ページなんですけれども、消防団

活動費（塩原支所）、1003事業の非常勤職員団員

報酬の2,145万4,000円ということで、これ団員の

数、それぞれ機能別と何人予定されているかわか

りましたら。 

○松田委員長 君島課長。 

○君島総務福祉課長 一応、消防団員の機能別がま

ず12人で、それ以外の者が337ですね。それ以外

が337で、一応予算のほうは計上させてもらって

います。 

○松田委員長 佐藤委員。 

○佐藤委員 それは、28年度から増減はなしという

ことで計上されているんですか。 

○松田委員長 君島課長。 

○君島総務福祉課長 基本的には、同じ数で。 

○佐藤委員 わかりました。 

○松田委員長 いいですか。 

○佐藤委員 いいです。 

○松田委員長 ほか。 

  星委員。 

○星委員 125ページの防火水槽整備事業なんです

けれども、3003事業で、これの新設工事というこ

となんですが、場所とか、どのあたりにできるの

かちょっとお聞きしたいんですけれども。 

○松田委員長 君島課長。 

○君島総務福祉課長 具体的なところはまだ未定の
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部分はあるんですが、いろいろ地元で、このとこ

ろ火災があったりとかいろいろありまして、幾つ

か候補地としては考えているところがあるんです

けれども、具体的にどこというところまではまだ

決定しておりません。 

○松田委員長 よろしいですか。 

○星委員 はい、いいです。 

○松田委員長 ほか、ございませんでしょうか。 

  副委員長。 

○相馬副委員長 まず、18ページの16款財産収入、

財産貸付管理費、塩原支所分に充当72万7,000円

というふうになっていますが、土地の貸し付けと

いうふうに先ほどおっしゃいましたが、どういう

場所、どういう状況で土地の貸し付けというふう

なことになるんでしょうか、お伺いします。 

○松田委員長 君島課長。 

○君島総務福祉課長 この土地の貸し付けの収入に

つきましては、関谷にあります老人介護施設の生

きいきの里への貸し付けが主なものでございます。 

○相馬副委員長 了解しました。 

○松田委員長 副委員長。 

○相馬副委員長 続きまして、46ページ、２款総務

費の中の塩原地区庁舎増改築基金積立金の、これ

は利子が４万8,000円ということなんでしょうが、

この基金の元金と、元金を積み立てるということ

の予定は、これは利子のみの計上ですが、基金を

積み立てるということはないのか。それと……。

そこまでで結構です。 

〔「もう一度」と言う人あり〕 

○相馬副委員長 すみません。基金の元金。 

○松田委員長 君島課長。 

○君島総務福祉課長 ちょっと今、手元に資料があ

りませんので、確認してご報告したいと思います。 

○相馬副委員長 了解しました。 

○松田委員長 ほかにございませんでしょうか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 それでは、ないようですので、質疑

を終了したいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決をいたします。 

  議案第７号 平成29年度那須塩原市一般会計予

算は、原案のとおり可決すべきものとすることに

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第７号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  総務福祉課所管の審査事項は以上となります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○松田委員長 その他として、委員の皆様から何か

ございますでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 執行部側、何かございますでしょう

か。 

〔「特にありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 それでは、ないようですので、以上

で総務福祉課の審査を終了いたします。 

  ご苦労さまでございました。 

  ここで、執行部入れかえのため暫時休憩といた
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します。 

 

休憩 午前１０時２２分 

 

再開 午前１０時２４分 

 

○松田委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎産業観光建設課の審査 

 

○松田委員長 ただいまから産業観光建設課の審査

に入ります。 

  担当課の皆さん、ご苦労さまでございます。 

  それでは、ここで総務企画常任委員会を予算常

任委員会（第一分科会）に切りかえます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第７号の説明、質疑、討論、

採決 

○松田委員長 議案第７号 平成29年度那須塩原市

一般会計予算を議題といたします。 

  執行部からの議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  吉澤課長。 

○吉澤産業観光建設課長 （議案第７号について説

明） 

○松田委員長 ありがとうございました。 

  説明が終わりましたので、各委員からの質疑、

ご意見等をお受けいたします。 

  佐藤委員。 

○佐藤委員 106ページです。観光施設管理運営費

（塩原支所）1003事業の一番下のほうの新規の須

巻園地公衆トイレ撤去についてなんですけれども、

これは撤去の理由というのは何ですか。 

○松田委員長 吉澤課長。 

○吉澤産業観光建設課長 故障しまして、一応直す

ための金額と、もらいましたら結構高かったもの

ですから、利用頻度も低いもので、撤去のほうが

いいんじゃないかという結論に達しまして撤去と

いう形になりました。 

○佐藤委員 わかりました。 

  じゃ、もう１点。 

○松田委員長 佐藤委員。 

○佐藤委員 107ページの一番下です。塩原温泉天

皇の間記念公園管理運営費（塩原支所）9001事業

の新規で、由緒書き修繕ということなんですけれ

ども、これは古くなったから新しく由緒を変える

のか、その辺どうなっているかです。 

○松田委員長 お願いします。 

○神山観光商工係長 由緒書きが正面玄関にござい

まして、日が当たる場所なものですから、ラミネ

ート部分がかなりゆがんでいまして見づらいとい

うことで、新たに作成するものです。 

○松田委員長 佐藤委員。 

○佐藤委員 じゃ、今まであったものが劣化したか

ら書きかえるということでよろしいんですか。 

○松田委員長 課長。 

○神山観光商工係長 そのとおりでございます。 

○佐藤委員 わかりました。 

○松田委員長 よろしいですか。 

○佐藤委員 はい。 

○松田委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 103ページの工業団地管理費の工業団

地雨水管整備調査並びに工業団地内の調整池内の

除草ということなんですが、これの内訳をお知ら

せ願います。 



－43－ 

○松田委員長 君島係長。 

○君島建設係長 整備調査のほうにつきましては

650万円になります。除草のほうは50万円になり

ます。 

  以上になります。 

○齋藤委員 それに関しましては了解をいたしまし

た。 

  もう１点、106ページの観光施設管理運営費の

中で、新規事業として観光案内看板の更新という

ことなんですが、これは１基なのか、あるいはど

のようなものを想定しているのかをお聞きしたい

と思います。 

○松田委員長 神山係長。 

○神山観光商工係長 看板、かなり枚数はあるんで

すけれども、今回は１枚だけなんです。その理由

は、徐々に今、年度ごとに直す予定なんですけれ

ども、まず一番、大沼公園の案内看板が国立公園

の中にありながらもそぐわなというような様式で

すから、まずその１枚だけ29年度に予定しており

ます。 

○松田委員長 いいですか。 

○齋藤委員 了解。 

○松田委員長 ほか、ございませんでしょうか。 

  眞壁委員。 

○眞壁委員 歳入の関係で、６ページの観光施設使

用料の関係で、減ということだったんですが、そ

の辺の理由を教えてください。 

  以上です。 

○松田委員長 神山係長。 

○神山観光商工係長 まず、私どものほうでは前年

度、例えば今回出てきた28年度の見込みの数値を

上げております。 

  これまでですと、やはり財政のほうで、私ども

のほうで提出した金額に対して、希望的価格とい

うのが正しいかどうかはわかりませんけれども、

ある程度見込み数の増を見て調整した関係で、実

際、今回は全て課の数値をそのまま計上していた

だいたというのがこの数値でございます。 

  なおかつプレＤＣがことし始まりますので、そ

の分も多少加味をしております。 

  以上です。 

○松田委員長 眞壁委員。 

○眞壁委員 今の話だと、塩原の観光の関係は結構、

かなり観光局も含めてＰＲしているかなと思って

いるんですけれども、ちょっとそんな中で、ＤＣ

もあるという中でちょっと減るというのはどうな

のかなと私はちょっと感じたので、その辺どうな

んでしょうか。28年度の実績という話はよくわか

るんですけれども。 

○松田委員長 神山係長。 

○神山観光商工係長 これまでの、先ほどお話しし

たとおり、前年度の見込みの数値をそのまま計上

しておりました。 

  その中で、やはり財政のほうで調整をしていた

中身については、ちょっと私のほうで理解はして

いないところなんですけれども。 

○松田委員長 眞壁委員。 

○眞壁委員 そういう観光のＰＲで、かなりのもう

支出もありますので、ぜひ上がるような努力をし

っかりとしていただきたいなと。これは要望です。 

○松田委員長 所長、お願いします。 

○印南塩原支所長 よろしいですか。 

  言いわけになってしまうんですけれども、観光

の誘客につきましては、ＰＲしたから速効剤のよ

うに人がふえるというのはなかなかいかないです。

浸透する時間というのが結構かかってくるという

中で、観光サイドの、本庁の商工でやっているん

ですけれども、そういった中で動くということが

実際的にはございます。 

  もう１点として、今、眞壁委員のほうから誘客
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に向けての努力という中で、今回、12月の中で指

定管理の新たな選定ということで設けていただい

たわけですけれども、そのような誘客が見込める

業者を今回選定をさせていただいたということも

ございますので、請け負った業者のほうとタイア

ップしながら伸ばしていきたいというふうには考

えてございます。 

○眞壁委員 期待しています。 

○松田委員長 神山係長。 

○神山観光商工係長 １点だけ申しおくれました。 

  家族旅行村のサイクル列車が一昨年の９月から

使用できませんので、その金額が114万円の減を

見込んでおります。ですから、今回の大きな減の

１つは、サイクル列車の利用料金の減ということ

でございます。 

  以上です。 

○松田委員長 大野委員。 

○大野委員 そのサイクル列車の件なんですけれど

も、今後そのまま使うようにしないのか、直して

いくのか、ちょっと教えていただきたいんですけ

れども、今後の。 

○松田委員長 塩原支所長。 

○印南塩原支所長 単体で言えば、直していきたい

というのはあるんですけれども、今回、この総合

管理計画、公共施設の管理計画の中で、それの規

制というのが題目にあるかと思うんですけれども、

そういった中で、塩原支所のほうで管理している

施設のあり方というものは、今後、本庁も含めま

して議論をしていく、施設をどうするんだと。じ

ゃ、その先に、例えば継続するということになれ

ば、そこで施設の改善というふうになってくるの

かなと思いますけれども、この時点で、その総合

管理計画の個別計画ですね、その中でどうするん

だという議論がまだ固まっていないという中での

ことで、今回保留になっているんですけれども。 

○松田委員長 大野委員。 

○大野委員 了解しました。 

○松田委員長 人見委員。 

○人見委員 観光振興費の中の湯けむりゲートボー

ル。これは温泉観光客を相手にする大会なんです

か。 

〔「湯けむりに出てくる大会の……」と言

う人あり〕 

  神山係長。 

○神山観光商工係長 ゲートボール協会で全国的に

募集をかけまして、予選を２回、そして決勝１回

ということで３回ほど１泊２日で行っているもの

でございます。宿泊は塩原温泉のほうにお泊まり

いただいているというのが実情でございます。 

〔「何人」と言う人あり〕 

○松田委員長 人数は今ありますか。なければ後で

いいです。あれば…… 

○神山観光商工係長 ちょっと今手元にございませ

ん。 

○松田委員長 人見委員、いいですか。 

  人見委員。 

○人見委員 今、観光客を中心にゲートボール大会

をやると、そういう流れが毎年毎年実施をしてい

ると思うんですが、参加者数というのは全く同じ

なのかどうなのか。さらに、今、ゲートボールと

いったら利用者が大分落ちているんだな。そうい

う中で、今後どういうふうな方法で実施をしてい

くのか。さらにはまた、内容的にこのゲートボー

ルじゃないのにかえていくのかどうなのか、この

点について。 

○松田委員長 塩原支所長。 

○印南塩原支所長 ゲートボール人口につきまして

は、今、人見委員がおっしゃるとおりでございま

して、年々減少しているという中で、大会を運営

しておりますゲートボール協会の役員に言わせる
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と、案内状を出すんだけれども、その愛好会がな

くなっちゃったとかというのがあって、なかなか

集めるのに苦慮していると。 

  それともう一つは、やはりいつまでも若くない

という中で、きのうまで元気だったのが、病院に

入っちゃってメンバーいないんだというのがござ

います。 

  別な競技でどうなんだというのはあるかと思う

んですけれども、吉成議員ですか、ペタンクの全

国大会を持ってきた中で人がふえたということが

ございますので、特に私どものほうの塩原地区に

は受け入れの旅館、ホテルがございますので、そ

ういった取り組みも今後、ゲートボール以外の協

会もございますので、そこら辺と今後できないか

相談はさせていただきたいというふうに思ってご

ざいます。 

  以上でございます。 

○松田委員長 星委員。 

○星委員 そのペタンク大会なんですけれども、こ

の湯けむりゲートボール大会は南公園のあの元気

広場で開催されていたかと思うんですが、ペタン

ク大会の規模に合いますか、大丈夫なの。 

○松田委員長 塩原支所長。 

○印南塩原支所長 会場につきましては、ペタンク

を南公園の屋内施設でやれるかというと、ちょっ

と疑問があるかと思います。 

  そういった中で、私どものほうの塩原支所の天

候が、夏は比較的雨が少ないということもござい

ますので、野外での開催というのも可能かなとい

うふうに思っております。 

  どうしてもということになれば、屋内でやるこ

とも可能かと思いますけれども、当然、重いボー

ルになりますので、コートの損傷等があった場合

にということで、そこはスポーツ振興課と協議に

なってくるのかなと思います。 

  以上でございます。 

○松田委員長 星委員。 

○星委員 そのことに関しましてはわかりました。 

  すみません、また話が１つ戻ってしまうんです

けれども、その箱の森プレイパーク、家族旅行村

のことなんですが、委託の件で、今後の公共施設

の見直しという部分で、委託業者もかわると思う

んですけれども、その中でやっぱり売り上げとい

いますか、入場者数がふえてきた場合において、

ふえてくればだんだんまたそこに応じて中の施設

も改善していくし、売上高によってはまた力を入

れていくような方向にも変わっていくという考え

でいいんでしょうか。そこは微妙になってくるん

ですか。 

○松田委員長 塩原支所長。 

○印南塩原支所長 ちょっと微妙かなと思うんです

けれども、ですから公共施設の総合管理計画とい

うのは、その施設として行政が堅持していくもの

なのかどうかというのがまず重要になってくるわ

けです。 

  ですから、塩原支所で管理している施設につい

ては、人を呼べるというのは１つの目的にござい

ますので、そういった中で今後の観光振興、誘客

の上で必要な施設だというような位置づけになれ

ば堅持していくのかなというふうに思っておりま

す。 

  ですから、今の段階で支所としてどうなんだと

いうものは、内々では持っていますけれども、そ

れが全庁的に設けるわけではないので、こうだと

いうふうな答えは、ちょっと今は申し上げるわけ

にはいかないと思っています。ご理解いただけれ

ばと思います。 

○星委員 わかりました。 

○松田委員長 よろしいですか。 

○星委員 いいです。 
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○松田委員長 ほかにございませんでしょうか。な

いですか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 それでは、ないようですので、質疑

を終了したいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決をいたします。 

  議案第７号 平成29年度那須塩原市一般会計予

算は、原案のとおり可決すべきものとすることに

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第７号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１３号の説明、質疑、討

論、採決 

○松田委員長 続きまして、議案第13号 平成29年

度那須塩原市温泉事業特別会計予算を議題といた

します。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いいたしま

す。 

  吉澤課長。 

○吉澤産業観光建設課長 （議案第13号について説

明） 

○松田委員長 ありがとうございます。 

  説明が終わりました。 

  各委員から質疑、ご意見等をお受けいたします。 

  佐藤委員。 

○佐藤委員 206ページです。1001事業の工事請負

費の配湯ポンプ入れかえということなんですけれ

ども、この入れかえの理由はどういうことで入れ

かえにしたんですか。 

○松田委員長 神山係長。 

○神山観光商工係長 経年劣化でございます。 

○松田委員長 佐藤委員。 

○佐藤委員 経年劣化ということですと、能力の低

下ということでよろしいんですか。 

○松田委員長 神山係長。 

○神山観光商工係長 巡視は業者に委託しておりま

して、毎日、土日以外は巡視しておりまして、圧

力計とか、それから送量とか、そういうものから

やはり性能が落ちてきたということでございます。 

○佐藤委員 はい、わかりました。 

○松田委員長 そのほかございませんでしょうか。 

  副委員長。 

○相馬副委員長 今のポンプの件なんですが、1001

事業から予備費に変更したというお話だったんで

すが、変更した理由をお聞かせいただきたいと思

います。 

○松田委員長 吉澤課長。 

○吉澤産業観光建設課長 今まで、要するにポンプ

を入れかえていたときは予備のポンプを買う形だ

ったもんですから、当然、買わない年もあったも

んですから、要するに取りかえてなくなったとき

に予備費から回したほうがいいんじゃないかとい

う形で、監査のほうからの指摘も受けたもんです

から、それを鑑みまして今回予備費に回しました。 

○相馬副委員長 了解しました。 

○松田委員長 そのほかございませんでしょうか。 
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〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 それでは、ないようですので、質疑

を終了したいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第13号 平成29年度那須塩原市温泉事業特

別会計予算は、原案のとおり可決すべきものとす

ることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第13号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  産業観光建設課の所管の審査事項は以上となり

ます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○松田委員長 その他として、委員の皆様から何か

ございますでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 執行部から何かございませんか。 

  塩原支所長。 

○印南塩原支所長 ただいま予算審議ありがとうご

ざいました。 

  私ごとで大変恐縮でございますが、委員会で貴

重なお時間をおかりいただきまして、一言御礼の

挨拶を述べさせていただきたいと思います。 

  私並びに君島総務福祉課長、江連箒根出張所長、

髙野農林係長、神山観光商工係長におきましては、

今月31日で長年お世話になりました那須塩原市役

所を定年退職することになりました。議員の皆様

には、公私にわたりましてご厚情、ご鞭撻、ご指

導を賜りまして、厚く御礼を申し上げたいと思い

ます。 

  私ども微力ではございましたが、職員として旧

塩原町、そして那須塩原市の発展に携わることが

できました。こうして公務員人生の大きな節目で

ございます退職という日を迎えられますことは感

無量でございまして、本当にお世話になった方に

感謝の気持ちでいっぱいでございます。 

  結びに当たりまして、議員各位の限りないご健

康とご多幸を心からお祈り申し上げまして、退職

の挨拶とさせていただきます。 

  長い間本当にお世話になりました。ありがとう

ございました。 

○君島総務福祉課長 先ほど塩原地区庁舎の増改築

費の残高について数字がわからなかったものです

から、ご報告させていただきたいと思います。 

  平成27年度末の金額でございますが、残高が１

億1,990万5,407円でございます。 

○松田委員長 ありがとうございます。 

  それでは、産業観光建設課の審査を終了いたし

ます。 

  ご苦労さまでございました。 

  ここで、執行部入れかえのため暫時休憩としま

す。 

  11時10分開始でお願いいたします。 

 

休憩 午前１１時０１分 

 

再開 午前１１時１０分 
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○松田委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎企画部の審査 

○松田委員長 これより企画部の審査に入ります。 

  初めに、企画部長からご挨拶をお願いいたしま

す。 

○藤田企画部長 （挨拶。） 

○松田委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎企画政策課の審査 

○松田委員長 それでは、ただいまから企画政策課

の審査に入ります。 

  担当課の皆さん、ご苦労さまでございます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第２７号の説明、質疑、討

論、採決 

○松田委員長 それでは、議案第27号 那須塩原市

ふるさと寄附条例の一部改正についてを議題とい

たします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いいたしま

す。 

  小泉課長。 

○小泉企画政策課長 （議案第27号について説明） 

○松田委員長 説明が終わりました。 

  各委員からの質疑、ご意見等をお受けいたしま

す。 

  眞壁委員。 

○眞壁委員 第２条の関係で、事業の関係なんです

が、市でやる事業全部に当たるというような考え

方でよろしいでしょうか。 

○松田委員長 小泉課長。 

○小泉企画政策課長 基本的にはこの３つの区分、

今回記載させていただいています５つの区分のほ

かに、６項目が事業の指定なしというような区分

になっています。これは市長にお任せという形で

のお預かりの仕方をしていまして、実際には寄附

の額のほとんどがやはりこちらのほうに、どのよ

うな使い道でもいいんで寄附をしますというよう

な形の方が多いというような状況になっておりま

す。 

  以上でございます。 

○松田委員長 ほか、ございませんでしょうか。よ

ろしいですか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 では、ないようですので、質疑を終

了したいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決をいたします。 

  議案第27号 那須塩原市ふるさと寄附条例の一

部改正については、原案のとおり可決すべきもの

とすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第27号については、原案のとおり
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可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第３８号の説明、質疑、討

論、採決 

○松田委員長 続いて、議案第38号 国土利用計画

那須塩原市計画についてを議題といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いいたしま

す。 

  小泉課長。 

○小泉企画政策課長 （議案第38号について説明） 

○松田委員長 説明が終わりましたので、各委員か

らの質疑、ご意見等をお受けいたします。 

  佐藤委員。 

○佐藤委員 利用区分別の市土の利用の基本方向と

いうことで、農用地、森林、水面・河川・水路と

５つに分かれている中で、それで基準年が26年に

なっていまして、目標年が38年ですか。 

  そこで、農用地がマイナス303ha、または主な

もので森林がマイナス204haということになって

いますけれども、これの目標の設定の理由はどう

いうところですか。 

○松田委員長 小泉課長。 

○小泉企画政策課長 一応この推計値、基準年と目

標年との比較ということで、マイナスになってい

る部分、プラスになっている部分ということであ

るわけなんですけれども、こちらについては平成

16年度から26年度ということで、前回の計画、こ

ちらのほうのやはり目標値のほうの設定がありま

した。ここまでの目標値に対しての実績というこ

とで、平成16年から26年までの実績、これに、こ

の実績に合わせた中での推移というものを、トレ

ンド推計ということで呼んでいるわけなんですけ

れども、その推計に基づきまして、26年度から30

年度も今までと同じような現状維持の場合の推計

というものに出したもの、その数値に今回、人口

の減少率、人口が減少していますので、人口の減

少率99％というものになっています。この数値を

掛けたもので推計値のほう、目標値ということで

設定のほうさせていただいたところになっており

ます。 

○松田委員長 佐藤委員。 

○佐藤委員 そうすると、これはプラスマイナスす

ればすぐ100になるのはわかるんですけれども、

どれがどこにいっているということではなくて、

減った部分が多分宅地とかそういうところにかわ

っていくと思うんですけれども、その中で人口減

少していく中で宅地がふえるということは、結局、

核家族化が進むであろうということでよろしいん

ですか。 

○松田委員長 小泉課長。 

○小泉企画政策課長 今までも、宅地の中には商業

用地であったり、住宅地だけじゃなくて商業用地

というようなところもあったりということがあり

ましたので、一概に人口が減っても全体的に宅地

が減るかというと減らないような場合もあるとい

うことでの、今までも人口が減りながらも宅地が

ふえてきていたというところもありましたので、

そのような今までの現状を踏まえた中での推計と

いうことでさせていただいているところでござい

ます。 

○松田委員長 佐藤委員。 

○佐藤委員 それにつきましてはわかりました。 

  戻りまして、市土利用の基本方針ということで、

特に森林なんですけれども、いろんな形これうた

っていますけれども、自然環境の保護とか、そう

いう中で減らさないということで、ここにうたっ

ているのは産廃の施設についてということでうた

っていますけれども、森林の必要性というのはも
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ちろんいろんな形でわかっているんですが、例え

ば国の施策なんですけれども、今、太陽光パネル

ですか、あちこちで山を切ってやっているという

ことは、その辺の絡みというのは、今、市として

の考えはどうなっていますか。 

○松田委員長 小泉課長。 

○小泉企画政策課長 森林の太陽光パネルでの森林

の開発というんですか、これについては市のほう

としては、森林としては優良な森林を確保しなが

ら、多様な動植物、生物が生きられる環境を保全

したいというような考えではいるところなんです

けれども、実際のところが、あちこちで山林のほ

うが切られて太陽光パネルの設置がされていると

いうような状況になっています。こちらについて

はなかなか法的に規制することができないという

ところで、市の考え方としては保全をしていくよ

ということではあるわけなんですけれども、実際

には大規模な林地開発、こういうものも手続を踏

んで手続が通ってしまえばやっぱり開発されてし

まうと。なかなか法的に規制ができないというと

ころで、市のほうでも何らかの対策が必要だとい

うことでは考えてはいるところなんですけれども、

今の段階ではなかなか打つ手がないような状況に

なっているところでございます。あくまでも森林

というものは市としては保全していきたいという

ような考えで国土利用計画のほうはつくらせてい

ただいているところでございます。 

  以上でございます。 

○佐藤委員 了解しました。 

○松田委員長 金子委員。 

○金子委員 今、佐藤委員のほうから話があった森

林のことなんですけれども、５ページですか、景

観を創出している平地林はということでうたって

いるわけなんですけれども、二十数年前から、例

えば西那須野地区においては森林がまだまだ残っ

ていたんだけれども、もうそれから十数年たって

ほとんどゼロに近いほど平地林の森林がなくなっ

ちゃったんですね。山間部においては当然森林が

残るんだけれども、平地林で黒磯の場合も相当の

勢いでこれから減少していくんじゃないかという

危惧があるわけなんですけれども、西那須野地区

の例に倣わないように、残すようにということで、

何らかのこれは本当に緊急に対策をとらないと、

やはり同じような跡をたどっちゃうんじゃないか

なという心配なんですよね。もうあっという間に

なくなっちゃう。 

  だから、ある程度ここは残すということで、そ

れは絶対法規的に残せるわけではないかもしれな

いけれども、ここは残す、例えばモデル地区にす

るとか何にするとか、何らかの市としての動きを

して、所有者との間で、残すことを考えていかな

いと、急速になくなる危険性があるので、そこら

辺もこういうところに少し加味してもらえればあ

りがたいなと思うんですけれども。 

○松田委員長 小泉課長。 

○小泉企画政策課長 ただいま金子委員さんのほう

からもご提案というような形で、平地林、残せる

ような形での土地の所有者との何らかの決まり事

とかできないだろうかというようなご質問だった

と思うんですけれども、なかなか土地の所有者に

ついても、土地の利用というところになってくる

と、一概に市のほうでここは使わないでくれとい

うものもできないような状況もあります。 

  その中で、やはり環境の面で、これは森林では

ないんですけれども、希少な動植物、こういうも

のが植生しているようなところ、こういうような

ところはある程度、土地の利用者なんかに了解を

得た上で、保全する地域ということで管理などを

していただく、開発をしないでもらいたいという

ことで了解をもらえるところは幾つかやっぱりあ
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るんですが、その中でも、幾ら希少なものが植わ

っていても、ここは私の土地なんだから、そうい

うものはできないよと言われちゃうところもある

というところで、なかなかやっぱりこれ条例で決

めて抑えるというものもできないものですから、

難しい部分ではあるんですが、一つの研究課題と

いうことになってくるかなと思っています。 

  以上でございます。 

○金子委員 了解です。 

○松田委員長 ほか、ございませんでしょうか。 

  星委員。 

○星委員 すみません、３ページなんですけれども、

⑷の市土の利用に関する現状と課題の中段よりち

ょっと下あたり、産業廃棄物の量から一定の社会

的責任を果たしたと考えておりと出ているんです

けれども、確かにそれはそうだと思うんですね。

その続きが、引き続き検討を行っていく必要があ

りますと書かれています。これ、その検討という

のは、いつまでに検討して、どのように今後進め

ていくのかというところに関しては、この計画の

下に来る今度は市の個別計画のほうに具体的に出

てくるのかどうかちょっとお聞きしたいんですけ

れども。 

○松田委員長 小泉課長。 

○小泉企画政策課長 この産廃施設の立地規制とい

うことなんですけれども、これについてはやはり

この前の計画のときから同じような検討課題とい

うことで出てはいるんですが、先ほどの森林の太

陽光発電の関係での森林伐採、これと同じように、

やはり法的になかなか縛るものがないというとこ

ろで、市のほうではある程度やはり社会的な責任

は果たしているというような判断もある中で、毎

年、県、国に対して総量規制というものを何とか

法律でもつくってもらえないかという要望を出し

たり、実際に全国の産廃協議会ですか、こういう

ところなんかにも加盟しながら、できるだけ産業

廃棄物のほうも１つの町で担保するんじゃなくて、

基本的に廃棄物は発生した町で処理するというの

が基本だとは思うんですが、そういうふうな状況

でもないというところもあるんですけれども、総

量規制、あるいは現在稼働している廃棄物処理施

設とか中間処理施設からの半径何百ｍとかそうい

う範囲内での新たな施設の設置についてはちょっ

と規制してもらいたいとか、そういうような要望

を出していると。ただ、今の段階ではそういうよ

うな状況になっています。なかなかやはり規制と

いうところまで法律の中ではできていないもので

すから、縛っていけないというところがあるもの

ですから、そのような状況になっております。 

○松田委員長 よろしいですか。 

  星委員。 

○星委員 すみません、もう一つ、13ページなんで

すが、やはり⑷の土地の有効利用の促進というと

ころで、所有者の所在の把握が難しい土地が増加

することが想定されることから、その増加の防止

や円滑な利活用等に向けた方策を検討しますと書

いてあります。これ確かに所有者の所在の把握が

難しい土地って、これって要は例えば東京のほう

の人がこちらの土地を買って、代がわりしちゃう

とだんだんわからなくなってきてしまうというの

もあるかなと思うんですね。こういうことという

のは年が経過するほど把握も難しくなってくると

思うんですが、今後の計画を進める中で、開発に

指定された中では土地もやっぱり早目に把握をし

ながら進めていかないと、進むに進めなくなって

しまう場合もあるかと思うんですが、そのあたり

はどのように考えているのかちょっとお聞きした

かったんですけれども。 

○松田委員長 小泉課長。 

○小泉企画政策課長 こちらのほうについては、実
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際に不動産登記法のほうでもなかなか、人が引っ

越しても、あるいは相続を受けても登記のほうが

されていないような土地というものが、実際に開

発とかやる場合に法務局のほうで登記を調べたと

ころが、もう全然その人はいないですよとか、そ

こに住んでいないですよとか、もう生きていない

ですよというところで、ある程度追っかけていっ

ても見つからないというところがやはり不明にな

ってしまうというところで、国のほうでも公共事

業等で実施する場合にある程度の緩和措置という

ものは考えてはいるというような状況なんですけ

れども、市のほうとしては、一つ例に挙げますと、

ある程度は地籍調査、こういうものを少しずつで

もやっている中で、地籍調査をやった時点では、

少なくともその時点では所有者確認ができるとい

うような状況まで追いついているものですから、

そういうところでの把握をしていくというような、

その程度の状況にしか現時点ではできていないの

が実情でございます。 

○松田委員長 星委員。 

○星委員 じゃ、この地籍調査で確認していられる

方は、そのまままた継続してわかるように、ちゃ

んと足取りはつかんでおくということでいいんで

すよね、そこは。 

○松田委員長 小泉課長。 

○小泉企画政策課長 一応地籍調査なんかで調査が

済んだものについては、登記のほう、実際には住

所がもうかなり10年、20年前に変更になっていた

としても、所有者として市のほうで把握できた方

については登記のほうの住所のほうも変更させて

いただいて、一番最新のデータに書きかえさせて

いただいているというようなことで、その時点ま

ではまだ把握ができるというところまでは何とか

処理できているとは思います。 

○星委員 わかりました。 

○松田委員長 そのほかございませんでしょうか。 

  相馬副委員長。 

○相馬副委員長 10ページの地域別の概要で、⑵の

フロンティアエリアの一番下の、都市機能の誘導

に当たっては、自然環境や農林業との均衡に配慮

しながら無秩序な都市的土地利用の規制を図ると

ともに、農林業施設の調整を図りつつ都市的土地

利用への転換を誘導すると、これは規制と誘導す

るその間にどういうふうな調整を図るということ

を考えればよろしいでしょうか。 

○松田委員長 小泉課長。 

○小泉企画政策課長 実際にはこのフロンティアエ

リア、先ほど言いましたインターチェンジ周辺で

まだ開発の計画、こういうものは全くないような

状態になっていますので、市としてはインターチ

ェンジを利用した立地がいいところということで

のフロンティアエリア、開発できるような地域と

いうことで考えてはいるんですけれども、現時点

では農地の場合には農地法、こういうものなんか

でも縛りがあるような状態、状況になっていると

いうことになっています。その中で、ある程度、

今度、開発の事業者とか企業誘致なんかやってい

る中で開発の意思表示、こういうものがあれば、

農地法とかで今縛りがかかっている部分について、

やはり農地として残す部分、あるいはそのほかに、

じゃ企業用地として使う部分、商業用地として使

う部分、こういうところの区分けなどの調整とい

うのを図りながらというような考え方で、現時点

ではまだそういうような計画がないんで、そのま

まの農振地域であったり農地というような形にな

っていると思いますけれども、こういう計画が出

てくる段階でやはり調整が必要になってくるとい

うことで、ちょっと記載のほうさせていただきた

いというところでございます。 

○松田委員長 相馬副委員長。 
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○相馬副委員長 恐らく実際、西那須野インターチ

ェンジは、いわゆる一番最初にある都市計画法に

基づいてということであれば、準工業地域という

用途指定がされている面積が結構あると思うんで

すね。それを利用規制を図るという、規制を図る

その規制は、準工業地域という用途指定に対して

もし規制を図るとすれば、どういうふうな規制を

図るというふうに考えればいいのか。誘導するの

は準工業地域としての用途目的になるような誘導

をするということなんでしょうけれども、これを

今度は規制をかける、規制をするというふうにな

った場合に、どういう規制を、あくまでも農地だ

った場合の農地法の規制という考えなのか、それ

以外に例えば環境であったりとか、そういったも

のの全ての規制をかけてということになるのか。 

○松田委員長 小泉課長。 

○小泉企画政策課長 ただいま相馬副委員長さんの

ほうからありましたように、準工業地域というこ

とでの用途指定になっているところについては、

やはり誘導についても準工業地域に適した施設と

いうことになります。 

  もう一つ、インターチェンジ周辺ということで、

黒磯板室インターチェンジ周辺のほうもあるわけ

なんですが、こちらのほうは全く用途指定がない

ような状況になっていまして、現行では農振地域

であったり、あとは通常の山林であったりという

ところで、網がかかっているのは農振地域だけと

いうようなことになっています。その中でもやは

り企業の進出、こういうものがあった場合に、ど

の辺までじゃ農地として守っていく地域なのか、

農業として今後も続ける地域なのかというところ

での調整を図って、その網を外すのか外さないの

かというところのやはり規制になるのかというこ

とで考えています。 

○相馬副委員長 わかりました。ありがとうござい

ます。 

○藤田企画部長 委員長、１点だけよろしいですか。 

○松田委員長 部長。 

○藤田企画部長 太陽光の話なんですけれども、ち

ょっと私のほうからも補足させていただきたいと

思うんですけれども、太陽光の設置の事業計画が

出てきたときに、普通開発というと都市計画法で

あったりとかその前段の森林法といったところで

の縛りがかかってくるわけなんですけれども、太

陽光パネルにつきましては都市計画法は野放図で

す。都市計画法のかかわりはありません。あとは

森林法のかかわりでもって林地開発しますよとい

うようなところで、１haを超える場合は許可制。

例えばそれが10haとかという規模になったときは、

じゃ残存森林ということで30％残してください、

あるいは40％残してくださいという、そういう状

況になるということなんですが、これは太陽光パ

ネルじゃなくて全ての開発に関してそういうこと

だということの話なんですね。 

  そんな中で、やはり個別法を通って切っちゃう

と、要はパネル建っちゃうんですね。なおかつ、

都市計画法の絡みが全然かかってこないというこ

とになると、要はパネルつくることに関してはハ

ードルが低い、普通の開発より低いというような

状態になっていますので、まず市としては、これ

だけ社会問題になっていて全国問題になっている

以上、国に対してそういう実態を声を出して、ま

ず都市計画法の見直しどうですか、少し考えてく

ださいよという話と、あとは森林法でももう少し

ハードルを上げてもいいんじゃないですか、この

施設に関してはといったところのやっぱり要望を

ほかの市町村と連携しながらやっていきたいとい

うのが一つです。 

  あともう一つは、市としても、先ほど課長から

ありましたけれども、景観の保全だとか、そうい
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う観点から、いかにして要はその施設を抑制でき

るかといったところの検討というのも水面下では

始めたといったようなところを、ちょっとすみま

せん、補足的に皆さんに情報提供させていただき

たいと思います。 

  そんなわけで、個別法でいいですよと言ってい

るのを、市の条例でだめですよと言ったときに、

市の条例は違憲になります。憲法違反になります。

そうすると、市の条例でだめだと言ったことによ

って、要は業者が被害をこうむった場合、損害賠

償請求された場合、市はその損害賠償請求に応じ

なくちゃならないという可能性が出てくるので、

そこらのところをだめだと言っているものを条例

で規制するというのは現実的に難しいということ

で、やっぱりこっちの大もとの法、法律をどうに

かしてくれというようなところでやっぱり国、県

に声高に連携しながら言っていくといったところ

がまず一番手っ取り早い対応策かなというふうに

思っているところでございます。 

○松田委員長 ありがとうございます。 

  ほか、ございませんでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 それでは、ないようですので、質疑

を終了したいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決をいたします。 

  議案第38号 国土利用計画那須塩原市計画につ

いては、原案のとおり可決すべきものとすること

に異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第38号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第３９号の説明、質疑、討

論、採決 

  続いて、議案第39号 第２次那須塩原市行財政

改革推進計画についてを議題といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いいたしま

す。 

  小泉課長。 

○小泉企画政策課長 （議案第39号について説明） 

○松田委員長 それでは、委員会の途中でございま

すけれども、昼食のため休憩をいたします。時間

は１時再開ということでよろしくお願いいたしま

す。 

  以上でございます。 

 

休憩 午前１１時５２分 

 

再開 午後 零時５７分 

 

〇松田委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。先ほど２次那須塩原市行財政

改革推進計画について説明がありましたので、各

委員からの質疑、ご意見等をお受けいたします。 

  星委員。 

〇星委員 14ページの個別シートなんですが、改革

により期待できる効果というところで、公平性の

確保と書いてあるのですけれども、この公平性の
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基準というのはどのように決めていくのかをお聞

きしたいんですけども。公平性というのは何をも

って公平性というものなのか。 

〇松田委員長 小泉課長。 

〇小泉企画政策課長 14ページ補助金等の適正化と

いうところで、29年度から実態調査を含めたなか

で市単独補助金の見直しですね、こちらに取り組

んでいきたいというところでの公平性の確保とい

うことなんですけれども。これについてはですね、

既に平成24年のときに見直しをやってから、こと

しで５年、６年経過しているという状況の中で、

よく議会の一般質問等でもありますように漫然と

補助金を出しているのではないかというような意

見等もあります。こういうなかである程度は実態

調査、事前評価、基本的にはですね、第三者委員

会というものをつくったなかでというような考え

方も現時点ではある中で、意見をもらった中で、

公平性というものを担保していければということ

での公平性の確保ということでの考え方です。 

○松田委員長 よろしいですか。 

  星委員。 

○星委員 今までは第三者委員会というのはなくて、

これから見直していく中でその第三者委員会をつ

くってやっていくということでいいんですか。 

○松田委員長 小泉課長。 

○小泉企画政策課長 ちょっと私も、24年のときの

この市単独補助金見直しのやり方はどのようなや

り方をやったかというのは、ちょっと私もわから

なくて申しわけないんですが、それ以前、合併前

に、やはり黒磯市の時代に市単独補助金の見直し

をやったことがありました。そのときには、やは

り第三者委員会という形のほうで、大学の先生、

ちょうど那須大学というものができたばかりだっ

たものですから、那須大学の副学長さんに委員長

になっていただいて、そのほかに民間の方である

とか、多分そのとき、あとは会計士だったかなと

思うんですけど、ちょっと記憶は定かじゃないん

ですけれども、そういうような形で、市の職員じ

ゃないところでの組織というものをつくりまして、

市のほうから補助金の内容、妥当性があるかどう

かという説明、こういうものを含めた中での判断

をしていただいているというものがあります。 

  また今回も、29年以降についても、何らかの形

でちょっとそういう委員会も必要じゃないかとい

うことになっていますが、これは来年度以降組織

をつくって検討していくということになっている

ものですから、現時点ではまだ、じゃ、どういう

メンバーでというところまでは決まっていないよ

うな状況です。 

○松田委員長 ほか、ございますか。 

  眞壁委員。 

○眞壁委員 18ページのスクラップ・アンド・ビル

ドの推進ということで、改革の方針の中で、出口

戦略とか撤退戦略、まさにそのとおりだと思うん

ですけれども、その辺どのように考えているのか。 

○松田委員長 小泉課長。 

○小泉企画政策課長 18ページのスクラップ・アン

ド・ビルドの推進ということなんですけれども、

こちらのほうにつきましては、やはりこれから人

口も少子化、高齢化ということで人口が減ってい

くというような中での財源、財政の確保というよ

うな観点からも、今までのように事業─事業を

立ち上げるのは今までも、どこでも立ち上げるん

ですけれども、じゃ、何年間この事業をやったら

終わりにするんだよと。補助金にしても、何年間

補助金を出したら終わりにするんだよと、そうい

う出口、最終的な年度というものを決めないでや

っていて、なかなか最終的なところが決まってい

ないので、いつになっても担当者がかわってもや

められないというような今までの行政の実情とい



－56－ 

うものもありまして、新たに事業を今度起こして

いくに当たっては、最終的に、じゃ何年間でこの

事業は、効果があるかないかというところを判断

して、最終的な目標年度というものを決めて取り

組んでいこうということでの出口戦略というよう

なところですね。 

  それ等含めて、現在やっている事業についても、

じゃ、最終的にはどこまでの目標になったら事業

をやめるかと。やめなければどんどん事業がふえ

ていくだけということで、財政的にも追いついて

いかないというような状況になりますので、そう

いうようなところで、今回の５年間の中ではスク

ラップ・アンド・ビルドの推進というようなとこ

ろで、そういう目標を設定しての事業の取り組み

方というものを進めていきたいという考え方のも

と、事業に上げているところでございます。 

○松田委員長 ほかどうでしょうか。 

  金子委員。 

○金子委員 ７ページなんかにもある指定管理者制

度の推進ということで、非常にこれ自体は効率化

ということで、いいことだとは思うんですけども、

指定管理とかになった場合に、現場をどういうふ

うに、じゃ市が監督というか、見ていくかも。任

せるのには限界があると思うんですね。そういう

のをどこまでその監督していくかということが。 

  こないだから私も一般質問で２回ほど、その現

場にどこまで入っていけるかということで質問は

しているんですけれども、別な問題、例えば図書

館にしても指定管理者になった場合にその中身を

どうしていくか。任せきりにしていたら、要は効

率的とか、本を並べる、きれいに並べるとか、そ

ういうことだけに終わってしまうことだってあり

得る。そういう中で、市民のために、市民が向上

するためにどういう本が必要かとか、そういう中

身の問題を監督するのには相当の、中に入って、

そして一緒になって見るということもあり得ると

思うんですね。児童クラブなんかが果たしてそれ

に該当するかどうかわからないけれども、ああい

うものでも、本当に児童クラブで子どもたちをい

かによく育てていくかというところは、本当にち

ょっと油断していると勝手に、適当にというか、

そういうことだってあり得ると思うんですね。そ

の辺のところをどういうふうに職員があれしてい

くかというの、ちょっとだけ聞きたいんで。 

○松田委員長 小泉課長。 

○小泉企画政策課長 まず、指定管理については、

現在28年度現在で62の施設が指定管理になってい

ます。 

  この中で、やはり図書館であったり観光施設で

あったりというところで、いろんな種類の施設が

指定管理になっているわけなんですけれども、ま

ず指定管理に当たっては、事業者が応募に当たっ

て、まず標準的な仕様書、最低この仕事をやって

もらいたいという仕様書があります。その仕様書

をもとに、今度は指定管理の応募する団体のほう

で、じゃ、この仕様書以外にこういうものもプラ

スしてやりますよというところで上がってきたと

ころ、そういうところで、実際には選定する際に、

サービスの向上であったりというようなところで

の評価が上がっていくというような形で、最終的

にその評価の一番高かったところと契約をしてい

く。また、実際に指定管理始まってからについて

は、毎月報告をこれ出してもらうことになってい

るのは、初年度の報告というのは毎月になってい

ると思うんですけれども、そのほかに、年に１回

か２回、立ち入りでの検査というものもあります

し、また、先ほど金子委員さんおっしゃったよう

な図書館の場合、教育委員会の図書館協議会とい

う会議にも館長に出ていただいて、図書館協議会

での意見等も直接そのことで館長のほうに伝わる
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ような形をとっているということもお聞きしてい

ますので、市のほうのかかわり方としてはまるっ

きりもう預けっ放しじゃなくて、そういうような

ところである程度運営についても検査をしている

というふうに考えております。 

○松田委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 今の７ページなんですけれども、現状

としては指定管理者導入の成果が十分に上げられ

ていないものが見受けられるという、その62施設

の中にそういうことが現状では見受けられると。

あるべき姿としては、効果的、効率的な市民サー

ビスの提供が実現されているというような部分で、

問題は改革の方針の中で、今回その目標に掲げて

いる利用料金制の導入ということで、これ、私は

常に思っていたことが今回やっと実現というか、

こういう計画書に載ってきたということで、やっ

ぱり指定管理を受けた側としては、当然指定管理

料だけで運営していくということで、時によって

は、特に塩原温泉街、あるいは板室温泉街、観光

地にとってはその利用者が市外の方が多いという

ことで、やはり観光行政的な指定管理を受けた

方々は、やっぱり内外から来た人の接客とか、あ

るいは積極的に利用料金を上げようという意欲が

指定管理だけではなかなか生まれてこないという

ところの中で、今回利用料金制、その利用料が指

定管理者に入るということになれば、当然サービ

スも向上して、一人でも多くの利用者をもうけれ

ば自分の利益になるというようなシステムが、非

常に私は、やっとここへ来てくれたなというとこ

ろなんですが、この辺の掲げた目標の中で、どの

ぐらいの成果が上がるというふうにお考えでしょ

うか。 

○松田委員長 小泉課長。 

○小泉企画政策課長 ただいま指定管理の中での利

用料金制導入の成果というんですか、効果という

ところだと思うんですけれども、実際には今まで

指定管理の中では利用料金制というのはとってい

なくて、指定管理料で運営をしてもらったと。今

までの状況を見ますと、利用者が減少していると。

サービスが上がっているかどうかというところも

あるんですけれども、利用者が減少しているとい

うのは数字に出てきているというところもありま

して、今回この利用料金制の導入、29年検討、30

年が例規整備、31年制定ということになっている

わけなんですが、ちょうどこの32年から、先ほど

齋藤委員さんのほうでもおっしゃっていたように、

塩原地区の観光施設、それと板室の観光施設、グ

リーングリーンですね、それから鳥野目の河川公

園、こういう利用料金制をとればある程度今度は

収入が見込める、収入を見込んだことによって事

業者側にインセンティブが発生するような、そん

なような施設がちょうどこの切りかえ時にあると

いうことで、今回、通常ですと５年間の指定管理

というものを結んでいたわけなんですが、塩原の

観光施設については３年間ということで、29、30、

31の３年間、指定管理、通常のものでやって、今

度の切りかえのときには利用料金制でできるよう

な形のスケジュールに合わせたというところで、

少なくとも使用料というんですか、料金が自分の

ところに入ってということになってくると、利用

者がふえて料金がふえればふえるだけ、それだけ

収入のほうに、事業者のほうの収入に上がってい

くのかな。ただ、それに対して、ある程度やっぱ

り市のほうでも管理料のほうで、じゃ、どこまで

収入が見込めるのであれば、指定管理料もこの辺

までに抑えられるかなというところの判断をしな

くちゃいけないというところもありますので、実

際には、じゃどのぐらいふえるかどうかというも

のは、まだ試算等をしていないものですからはっ

きりわからないんですが、少しインセンティブを
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つけてあげれば、もう少し利用者もふえるという

ような施設もあるのかなということで、29年検討

という形で入りたいと思っているところです。 

○松田委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 今、課長から説明があったように、本

当にこの指定管理をする、そして５年から３年に

いくというところが、また意欲を湧かせるんでは

ないかなというふうに思うんですね。 

  １つの心配というのは、やっぱりそこの利用料

金が、利用料金制をもって指定管理者に入ってい

くというところと、先ほど説明があったように、

その兼ね合いの中で、確かに市としては難しいん

でしょうけれども、今後指定料金を今度極端に下

げて平均に合わせると何の意味もなくて、また意

欲を失うという部分が発生するので、その辺は十

分に考えてやっていただければというふうに思い

ます。 

  以上です。 

○松田委員長 そのほかございませんでしょうか。 

  佐藤委員。 

○佐藤委員 同じところなんですけれども、前回も

お聞きしたんですけれども、その指定管理者制度

導入するに当たってはそれはいいと思うんですけ

ど、その選定のほうの、今まで点数制度ありまし

たよね。その配点について、そのまま引き継ぐの

かどうか。その辺の見直しはかけられているのか

どうか。 

○松田委員長 小泉課長。 

○小泉企画政策課長 一応選定についての配点、こ

ういうものも、実際に那須塩原市になって指定管

理者制度、始まってから10年がたっている中で、

今まで見直しがほとんどされていなかったという

ところもありますので、ここについてもやはり見

直しというものは必要ではないのかなという部分

では考えているところでございます。 

○松田委員長 佐藤委員。 

○佐藤委員 それでいけばやはり配点の方法で、30

点、40点、30点でやっていますよね。当初の70点

で６割超えた人が次のステージに進めるというこ

とだったんですけれども、たとえ進んでもサービ

スが悪くて、前回もお話ししたんですけど、料金

だけが安くなれば当然通る可能性ありますよね。

そうして会社の力とサービスですか、そちらのほ

うが第１ステップですか、そちらになっていたも

のですから、その辺気になったものですから、そ

ういうふうに聞いたところです。 

○松田委員長 小泉課長。 

○小泉企画政策課長 一応今までの評価で、今年度

もそうなんですけれども、サービス面、あとは経

営管理面ですか、管理面というところでまず７割

の配点があった中で、基準を満たしているところ

がさらに、今度は金銭的なところというような形

の考え方でいたんで、最終的にはトータルになっ

てしまうんですけれども、まずは価格ありきじゃ

なくて、先にサービスのほうが標準以上に出ると

ころというところでの線引きをさせていただいて

から、価格の部分の点数をプラスして、トータル

の点数という評価でやっていただいてはいたわけ

なんですが、中身の配点等についても今後、ちょ

っとまた再度検討させていただきたいと思ってい

るところでございます。 

○松田委員長 よろしいですか。 

  佐藤委員。 

○佐藤委員 次の議案40号で出てくるんですけれど

も、市の公共施設等総合管理計画とも密に施設が

絡んでいますので、その辺の整合性というか、や

りとりというのはどういう形ですか。 

○松田委員長 小泉課長。 

○小泉企画政策課長 指定管理を行っていく施設、

これにつきましては、公共施設等総合管理計画の
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中で、最終的には統廃合、あるいは縮小とかいう

中で、将来的にまだ統廃合までやらなくて運営し

ていくところについて、現時点では指定管理で運

営のほうを任せていくというような、そんな形の

考え方で指定管理を進めていると。 

○松田委員長 相馬委員。 

○相馬委員 ４ページの改革の柱の⑵持続可能な行

政運営というところで、最終的に財政基盤の確立

をするということで、それには負担軽減、要は税

金の歳出の負担軽減ということなんだろうと思う

んですが、そしてそこに公平・公正な使用料・手

数料のあり方の検討というふうになっております

が、使用料・手数料のあり方の検討というのは、

使用者、それから利用者の負担を増にするという

部分に受け取ってしまうんですが、そのあり方の

検討というのはどのようなあり方の検討をするの

でしょうか。 

○松田委員長 小泉課長。 

○小泉企画政策課長 受益者負担のあり方の検討と

いうところなんですが、個別シートでいきますと

13ページ、こちらのほうに受益者負担の適正化と

いうような項目がまずあります。その中で、使用

料・手数料の見直しというものを考えていると。 

  受益者負担のあり方というものは、実際には使

用料を計算するときに原価計算という形のもので

計算をしていっている部分ばかりではないもので

すから、実際に使う段階で、これぐらいの経費が

かかる施設なんだよ、そういうところに、じゃ、

個人負担として幾らもらったらいいんだろうかと

いうところの計算をまずしていくというようなと

ころが、この受益者負担のあり方の検討というこ

とで、施設によっては利用料が上がって、使用料

が上がってしまうものもありますし、逆に下がっ

てくるところもあるのかなというところも考えて

いるところです。 

○松田委員長 相馬委員。 

○相馬委員 もう１点、税収の確保というふうなこ

とでありますが、この税収の確保の中に、法定外

というものを導入するかどうかという検討はこの

中でされたのかどうか。 

○松田委員長 小泉課長。 

○小泉企画政策課長 税外収入ですね、法定外のも

のという部分だと思うんですが、それについては、

個別シートの15ページ、こちらをごらんいただき

たいと思います。 

  まず、税収の確保というところでは、市税の収

税対策の強化ということで、今後の分について税

収のほうをやはり上げていかなくちゃいけないと

いうものが１つあります。 

  そのほかに、一番下に債権管理関係条例の制定

というものがあるわけなんですが、これについて

は税外収入ということになります。というのは、

税の場合ですと、ちょっと何年か私覚えてなくて

申しわけないんですが、最終的に何年かたつと不

納欠損という形で落とすことができるんですね。 

  この債権管理関係条例の制定というものでちょ

っと考えているものについては、その税外収入、

これについては民法上であるものなものですから、

税のように何年か過ぎたら不納欠損ということが

できないというようなもの。実際には裁判所まで

上げて、そこで、もちろん議会の同意も必要なん

ですけれども、議会の同意も得て裁判所まで上げ

て不納欠損とかそういう処理をしたりとか、ちょ

っと手続が不備になってしまうというところで、

ほかの町の場合、条例化をしたことによって、議

会なんかにも報告を進めた中で不納欠損扱いをや

っていくというようなものもあるということを聞

いたものですから、それについてはすぐにできる

かどうかというのもあります。もちろんこれは議

会の同意というのもやっぱり必要になってしまい
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ますので、条例化の検討ということにはなってい

ますけれども、その中に市営住宅の使用料であっ

たり、水道料であったり、保育料、給食費、墓地

使用料、こういうようなもの、これについては税

外収入というものであるものですから、この辺に

ついてはちょっと対応というものを、実際には不

納、納められていない部分、滞納になっている部

分をどうしていくかというところでの考え方で、

ちょっと進めていかなくちゃならない。 

  それと税外収入、新たな税外収入ということだ

と思うんですが、これについては、やはりどんな

ものが収入として考えられるかというところも含

めた中で、今後やっぱり検討していく部分になっ

てくると思いますので、まだ今の時点ではどうい

うものという想定まではしていないような状況に

なっています。 

○松田委員長 ほか、ございませんでしょうか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 それでは、ないようですので、質疑

を終了したいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論ございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決をいたします。 

  議案第39号 第２次那須塩原市行財政改革推進

計画については、原案のとおり可決すべきものと

することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第39号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第４０号の説明、質疑、討

論、採決 

○松田委員長 続いて、議案第40号 那須塩原市公

共施設等総合管理計画についてを議題といたしま

す。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いいたしま

す。 

  小泉課長。 

○小泉企画政策課長 （議案第40号について説明） 

○松田委員長 ありがとうございます。 

  説明が終わりましたので、各委員からの質疑、

ご意見等をお受けいたします。 

  齋藤委員。 

○齋藤委員 先ほどの説明の中に、22ページからず

っと35ページまでかかってくるわけなんですけれ

ども、試算の中で、平均すると１年43億円ほどの

資金、財源が不足するということで、そこの対策

的に順次こう34ページから幾つかの、３つの施策

の中で削減を25％していく中で、42.8億円が削減

になって、そこの数字には帳尻が合ってくるとい

う、今、ご説明をいただいたんですね。その施設

の中には、310施設をそういうふうに25％削減し

たことによって、こういう数字が回ってくるとい

う説明はよくわかったんですけれども、それでは

その削減した中で、市民に与える影響というか、

そういう部分というのはどのようにお考えでこう

いうふうに設定してきたんでしょうか。 

○松田委員長 小泉課長。 

○小泉企画政策課長 市民に与える影響ということ

なんですけれども、施設によっては、今、310の



－61－ 

施設ある中で、全てを25％削減するということじ

ゃなくて、実際にはこの後ろの一覧表なんかもご

らんいただくとわかると思うんですが、26年度末

でまだ市で持っている施設、例えば塩原クリーン

センターであったり、塩原文化会館であったり、

黒磯の埼玉の清掃センター、もう既に廃止にはな

ったんだけれども、施設としてはまだ解体しない

で残っているというところについては、やっぱり

この辺に維持費用もかかっているということで、

かなり施設的には大きい施設なので、うまく解体

する費用を捻出できれば、その分でかなりのパー

セントは落ちるのかなというところの考えもあり

ます。 

  また、あとは学校の統廃合によりまして、金沢

小学校、寺子小学校、穴沢小学校、戸田小学校、

こういうところも廃校になっています。まだ市の

管理であるうちについては、市で維持管理費がか

かってくると、もちろん建てかえというのはない

とは思われますけれども、維持管理費がかかって

くるというところを、解体するなりほかにもう貸

し出すなりという形で、もう市の管理じゃない部

分にすれば、その分もまた延べ床面積としてはマ

イナスになるというような考え方での、市が直接

維持管理をやらなくなることによってのマイナス

というようなところなものですから、実際に今あ

る小学校をじゃ25％小さくするかというと、それ

はできないというところなので、可能なものから

で、しかももう来年から43億円がマイナスになる

ということではないので、計画的にやはりやって

いかなくちゃならないというところでの考え方で、

今後やっぱり計画をつくっていかなくちゃいけな

いという部分になってきます。 

○松田委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 わかりました。 

  今、言われたように、現に合併してからの既存

の施設が、使われていない施設が大半、この削減

効果の中に含まれているというようなご説明をい

ただいたので、了解しました。 

○松田委員長 ほかにございませんか。 

  佐藤委員。 

○佐藤委員 今の関連なんですけれども、当然保有

総量が25％削減と、あと長寿命化が20％というこ

とで、それで帳尻が合うということなんですけれ

ども、それで今、費用はもちろん年間43億ですか、

それが一気にマイナスということではないんです

けれども、タイムスケジュール的なものはもうき

っちりできているんですか。 

○松田委員長 小泉課長。 

○小泉企画政策課長 まず、タイムスケジュール、

こういうものも含めた中で、やはり検討していか

なくちゃいけないというものもあります。その施

設によっては、まだ建てたばかりの施設もありま

すし、もう既に更新の時期を迎えている施設もあ

るというところで、既にこの総合管理計画をつく

る前に個別に、保育園整備計画であったり、小中

学校の統廃合計画であったり、もう先に先行して

つくっている計画もありますので、そういう中で

のやはり整合性というもの等もやっぱりあわせな

がら、全体的な計画をつくっていかなくちゃいけ

ないのかなと思っております。 

〔「よくわかりました。了解」と言う人あ

り〕 

○松田委員長 そのほかございますでしょうか。 

  金子委員。 

○金子委員 この施設の中で、那須野が原ハーモニ

ーホールはどうして入ってこないのか。私は、こ

のハーモニーホールについては、那須塩原市の施

設というふうな考え方をしているんですか。 

○松田委員長 佐々木係長。 

○佐々木行政経営係長 委員ご指摘の那須野が原ハ



－62－ 

ーモニーホールでございますけれども、那須塩原

市の条例に基づいて設置されている公の施設では

あるんですけれども、市として直接維持管理をし

ているということではなくて、大田原市と共同で

やっていまして、大田原市にお金を拠出して、そ

こから指定管理としてやっているというところが

ありまして、市として全体的な直接管理をしてい

るものではないというところもありまして、今回

の施設の一覧のところからは外させていただいた

という経過がございます。 

○松田委員長 金子委員。 

○金子委員 それはわかるんだけれども、そうする

と那須野が原ハーモニーホールが、那須塩原市の

施設でないみたいに考えがちというか誤解しがち

というかそうなるから、できればこういうものは、

本当はこの全体の半分をこういう計画に入れると

いいと思っているんですよね、何事においても。

だから、今後そういうことも考える必要はあるの

かなと思っているんですけれども。 

○松田委員長 係長。 

○佐々木行政経営係長 確かに、市としてお金をか

けている、当然市民も使う公の施設として位置づ

けているところでもございますので、その施設の

あり方については、この計画に準じた形で、当然

大田原市と共有をしながら、今後の方向性という

のは当然詰めていきたいというふうに考えており

ます。 

〔「わかっているので結構でございます

が」と言う人あり〕 

○松田委員長 よろしいですか。 

〔「終わりです」と言う人あり〕 

○松田委員長 それでは、ないようですので、質疑

を終了したいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決をいたします。 

  議案第40号 那須塩原市公共施設等総合管理計

画については、原案のとおり可決すべきものとす

ることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第40号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第７号の説明、質疑、討論、

採決 

○松田委員長 それでは、ここで総務企画常任委員

会を予算常任委員会（第一分科会）に切りかえま

す。 

  議案第７号 平成29年度那須塩原市一般会計予

算を議題といたします。 

  執行部から議案の説明をお願いいたします。 

  小泉課長。 

○小泉企画政策課長 （議案第７号について説明） 

○松田委員長 説明が終わりました。 

  各委員からの質疑、ご意見等をお受けいたしま

す。 

  星委員。 

○星委員 36ページの経営総合調整費の2001事業な

んですが、外部専門家招聘アドバイザリーという

ことで、朝比奈氏をアドバイザー、ＮＰＯ法人地
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域から国を変える会の朝比奈氏ということで説明

は受けていたんですけれども、例えばこの方には

もう数年にわたり、やはりアドバイスを受けてお

ります。それで、昨年28年度もまちづくり事業推

進委員費ということで、ふるさと寄附ということ

で365万円がありました。その実績を評価しての

今回の招聘になったものかどうか、まずお聞きし

ます。 

○松田委員長 小泉課長。 

○小泉企画政策課長 この朝比奈さんに対しては、

平成25年度から、実は、このガイド専門家アドバ

イザリー業務ということでお願いをしているとこ

ろでございます。今、25年から27年につきまして

は、特別交付でというものも活用しながらお願い

していたところでございます。その中で、やはり、

継続して市に対してのアドバイスをいただくため

には、やはり、毎回新しい人じゃなくて、市の内

容も熟知したような状況もあるということで継続

性も考慮した中で、29年度予算のほうを計上した

ところでございますけれども、28年度、総合計画

であったり、まち・ひと・しごと総合戦略、こち

らのほうについてもアドバイスをいただきながら

やっていたというところが、計画の策定が終了し

たというものもありまして、今回、予算について

は28年度の半分の予算という形での計上というこ

とで、継続性を考慮して、また引き続きお願いし

たいということで考えているところでございます。 

○松田委員長 星委員。 

○星委員 そうしますと、やはり、かなりいろんな

分野でのアドバイスもいただいていたということ

だと思うんですけれども、例えば、前日とはまた

異なった部分、去年とはまた異なった部分での今

回はアドバイスだったりということなんですけれ

ども、ほかに選択肢という部分では検討はしなか

ったのかどうかをお聞きします。 

○松田委員長 企画部長。 

○藤田企画部長 要は、朝比奈さん一辺倒だという

ようなところのご質問だと思うんですけれども、

そちらについては、私、議案質疑の中でお答えさ

せていただいたと思いますけれども、やはり、こ

の人をアドバイザーとして我々が使うことによっ

て、市にとって益があるから使っているというよ

うなところでございます。 

  課長も、私も、要は、私は特に議案質疑という

ことで、ここは常任委員会なので、少しぶっちゃ

けた話もさせてもらいますけれども、額面どおり

の答えしか今までできていないというのが正直な

ところでございますが、なぜ、この人を我々とし

て人選しているかというところの一番大きなとこ

ろは、例えば、ミニ企業誘致かもしれませんけれ

ども、要はサテライトオフィスをどうにか持って

きたいといったときに、我々だけじゃ、要は相手

方、どうやっても見つからないですよね。要は、

どうやって相手に仕掛けていくかもわからない、

そういうときに、その朝比奈氏のネットワークで

もって、じゃ、こういうところとこういうところ

にアプローチしてもらって、実際持ってきてくれ

るんですよ、市のところに。こことこことここが

要はぴくぴくしているから、そこに市、プッシュ

しなさいよと、でも、私も一緒になって、要は、

そのプッシュ材料をつくってやりますからという

ようなところで、そういうところのアドバイスな

んですよね。 

  なので、これは、100と出るかゼロと出るかわ

からないことなので、要は、なかなか、どういう

成果があるんですかと言ったところに対して、き

ちんとしたご説明はできないんですけれども、そ

んなもの、ＳＯＨＯオフィス、サテライトオフィ

ス、あとは、駅の西口、那須塩原駅ですね、あれ

も、こんな状態でいいですかという前段で、どこ
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かデベロッパーで一緒になって計画つくってくれ

そうなところないですかというところで、鹿島だ

とか、そういうところにプッシュしてもらって、

じゃ、鹿島のほうが少し色気出したので、一緒に

市も行って、プッシュしましょうみたいに、そん

なような営業を仕掛けるための、要はアドバイス、

相手を見つけてもらうアドバイス、さらに、もう

１個言わせてもらうと、今、現実的にいろんな市

で動き出しているところの企業版のふるさと納税、

こういうものに関しても、うちとしては、ぜひ活

用していきたい。要は、新たなメリットというの

をどんどんつくっていきたいですから、要は、既

存である事業に、どうにか企業のほうのふるさと

納税使えないかというような話で、ちょっとそう

いうものに興味もあるような企業を紹介してくれ

ないかという話をしたら、それはそれで、また向

こうから、こんなところが那須塩原市に興味を持

っているので、１回一緒にお話ししましょうとい

ったような話になって、実際、１回目の下話はし

ているような話なんですね。なので、このアドバ

イザーの金というのは、我々、額面上の話で、こ

ういう施策を調査研究するのにアドバイスをもら

っていますよと言っていますけれども、どちらか

というと、そういうんじゃなくて、一緒に市の、

悪いかもしれないけれども、まちづくりをやって

くれる相手方を紹介してもらっているというとこ

ろに対する謝礼といったのが実態です。 

  なので、これは、要は、常任委員会の先生方な

ので、私のほうも話してしまいました。きょう話

すことに当たっては、副市長にも了解をもらって

話していますけれども、そういうことなので、要

は、すみません、ああいう議案質疑のときは額面

上の、これとこれとこれをテーマとした調査研究

のアドバイスをもらうんですというような話しか

できませんけれども、実態としては、あの人のパ

イプを使って、いろんな、大手企業だとか、そう

いうところを紹介してもらっていると。そして、

そこに、うちがまちづくりを売り込むと。向こう

が脈をぴくぴくとすれば一緒になってやるという

相手探しのところでの費用なんだというようなと

ころで、ここの委員会の先生方がご承知いただけ

れば、私としては大変ありがたいなというふうに

思っています。 

○星委員 わかりました。 

○松田委員長 佐藤委員。 

○佐藤委員 同ページ、36ページです。那須地区広

域の行政費で負担率ありますけれども、これ、負

担割合はどのようになっているんでしょうか。 

○松田委員長 小泉課長。 

○小泉企画政策課長 負担割合については、那須地

域の大田原市、那須塩原市、那須町、３つのまち

があるわけなんですけれども、均等割がまず10％

と、残りの90％が人口割という形になっています。

均等割が10％で人口割が90％というような形で、

那須塩原市の負担分がこの総務費に限っては

6,035万3,000円と。 

  ちなみに、参考までに大田原市が4,026万3,000

円、那須町が1,585万2,000円ということで、その

割合に応じて負担するとことになっております。 

○佐藤委員 了解です。 

○松田委員長 よろしいですか。 

  ほかございませんでしょうか。 

  副委員長。 

○相馬副委員長 37ページの中段、指定管理者制度

管理費ということで、前年比25万9,000円の減額

ということですが、これについては、審査をする

件数が減るという説明だったんですが、割合どお

り３分の２に減るという計算でよろしいのか、数

が減るのか、それとも規模が減るのか、ちょっと

説明いただければ。 
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○松田委員長 小泉課長。 

○小泉企画政策課長 実は、平成28年度、今年度に

ついては指定管理対象施設が10カ所あったという

ところが、来年度、29年度については６カ所に減

ることに伴いまして減額になると。これについて

は、税理士さんのほうに実際に経営状況のほう、

審査のほうをしていただくための委託料という形

になります。 

○松田委員長 副委員長。 

○相馬副委員長 委託先は税理士さんということで

よろしいですか。 

○松田委員長 小泉課長。 

○小泉企画政策課長 一応、税理士さんなんですけ

れども、実際には、代表監査委員をやっている方

が税理士もやっているものですから、その方にお

願いしているということになっています。 

○相馬副委員長 了解です。 

○松田委員長 そのほかございませんでしょうか。 

  星委員。 

○星委員 37ページの移住・定住促進事業費の新規

の移住・定住シティプロモーションの詳しい内容

を教えてください。 

○松田委員長 それは、シティプロモーション課で

話を聞いてください。 

○星委員 シティプロモーション課だ。すみません。

失礼しました。 

○松田委員長 それでは、ないようですので、質疑

を終了したいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決をいたします。 

  議案第７号 平成29年度那須塩原市一般会計予

算は、原案のとおり可決すべきものとすることに

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第７号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  15分まで暫時休憩といたします。 

 

休憩 午後 ２時０６分 

 

再開 午後 ２時０６分 

 

○松田委員長 すみません。委員会を再開します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○松田委員長 企画政策課の所管の審査事項は以上

となりますが、委員の皆さんから何かございます

か。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、企画政策課の審

査を終了いたします。 

  ご苦労さまでございました。 

  では、17分ぐらいまで休憩いたします。 

 

休憩 午後 ２時０７分 

 

再開 午後 ２時１８分 

 

○松田委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた
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します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎シティプロモーション課の審査 

○松田委員長 ただいまからシティプロモーション

課の審査に入ります。 

  担当課の皆さん、ご苦労さまでございます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第７号の説明、質疑、討論、

採決 

○松田委員長 それでは、ここで総務企画常任委員

会を予算常任委員会（第一分科会）に切りかえま

す。 

  議案第７号 平成29年度那須塩原市一般会計予

算を議題といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いいたしま

す。 

  小出課長。 

○小出シティプロモーション課長 （議案第７号に

ついて説明） 

○松田委員長 説明が終わりました。 

  委員から質疑、ご意見等をお受けします。 

  副委員長。 

○相馬副委員長 22ページの一番下から２行目、ホ

ームページバナー広告収入というのは、来年度も

今年度と同様ということでよろしいですか。 

○松田委員長 小出課長。 

○小出シティプロモーション課長 同様の収入を見

込んでおります。 

○相馬副委員長 広告主も同様ということでよろし

いでしょうか。 

○松田委員長 小出課長。 

○小出シティプロモーション課長 広告主は、継続

的に何年も掲載していただいている方もおります

し、単発的にスポット的に何カ月間という形で掲

載されている方もいらっしゃいまして、その辺は

いろいろございます。 

○松田委員長 副委員長。 

○相馬副委員長 じゃ、もう一点、お伺いします。 

  38ページの、２款１項８目の地域おこし協力隊

負担金補助金、交付金補助金の活動支援費412万

でございますが、これは先ほど、事務を簡素化す

るために一括で渡しているというようなことだっ

たんですが、単純計算すると４人で一人103万円

分ということになると思うんですが、103万円を

一括で渡しているということでよろしいでしょう

か。 

○松田委員長 小出課長。 

○小出シティプロモーション課長 経験年数により

まして、活動費としてもらえるもの、お渡しでき

るのも隊員によってさまざまですので、確かに４

人で一人頭にすれば100万という形になるんです

が、一年間、来年継続する隊員もいますし、半年

で終了する隊員もおりますし、新たに半年で隊員

となる方もおりますので、その辺のところにつき

ましては、その隊員の経験年数、任期、年期の期

間によりましてばらばらとなるということでござ

います。 

○松田委員長 副委員長。 

○相馬副委員長 そうすると、その活動支援費、活

動支援費の補助をする内容は、活動の内容はどう

いう活動なんでしょうか。 

○松田委員長 小出課長。 

○小出シティプロモーション課長 具体的には、旅

費ですとか、あとはさまざまな消耗品ですとか、

あと、住宅の費用、おおむね１人当たり５万円程

度、住宅費用という形で見ておりますので、それ



－67－ 

を、今まではこちらでお支払いしていたんですが、

来年度以降は、それをお渡しして、直接入っても

らうという形で考えております。 

○相馬副委員長 了解しました。 

○松田委員長 そのほかございますでしょうか。 

  金子委員。 

○金子委員 今のところで、起業支援というのは、

起業しなければなくなっちゃうということかな。 

○松田委員長 小出課長。 

○小出シティプロモーション課長 もちろん、その

とおりです。起業した場合に、国から支援がいた

だけるということで、それは隊員の自由です。 

  だから、それにつきましては、今後も隊員とよ

く相談して、起業するのかしないのか、する場合

にはこういう支援をしますよというところで詰め

てもらいたいと思います。 

○金子委員 わかりました。了解です。 

○松田委員長 ほかないでしょうか。 

  齋藤委員。 

○齋藤委員 39ページの行政情報システム管理費で、

今回、新規事業として、ビデオ会議システムクラ

ウドあるいはビデオ会議のシステム用の機器の購

入の予算が出ておりますけれども、先ほどの説明

では、３つの庁舎間の打ち合わせ等も容易にでき

るようになるということなんですけれども、特に

多分災害等、特に塩原支所に関しましては、寸断

をされたというのが、一昨年の９月の台風でも現

に出まして、そのときに、県から出されている雨

量情報等が、やっぱりいろいろ混雑して途中スト

ップしたり、そういう情報が断ち切れに、ライフ

ラインではないんですけれども、断ち切れになっ

たという部分がいろいろあるんですね。 

  こういうシステムに関しては、そういう危険性

というのは全然ないものなんでしょうか。 

○松田委員長 小出課長。 

○小出シティプロモーション課長 基本的には、こ

ちらのシステムについては、インターネット回線

を利用するというものですので、通信回線が消え

るとか、あるいは停電になってしまうとか、さす

がにそういった場合にはちょっと利用できません

が、それ以外の状況であれば、十分に利用できる

と考えております。 

  こちらのシステムの導入に至った経緯につきま

しては、委員ご指摘のとおり、一昨年の塩原地区

に相当の雨が降って、いろんな対応をするのに、

なかなか具体的にその塩原地区の様子が本庁の本

部でつかみにくかったというところの反省点を踏

まえまして、テレビ会議室があれば、面と向かっ

ていろいろな情報共有ができるというところで、

今回、導入しようということが大きな導入の理由

になっております。 

○松田委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 それで、３つのラインでつながるので、

例えば我々の皆さん持っている携帯等がもう全て

寸断されてつながりにくいということは、何時間

もつながらなかったという、そういう弊害も、一

気に集中した情報をとるために皆さんが、そうい

うことはないということでよろしいんですか。 

○松田委員長 小出課長。 

○小出シティプロモーション課長 災害時に想定さ

れますのは、携帯なんかの無線関係のところにつ

きましては集中されるということでありますけれ

ども、こちらの基本的には有線回線を想定してお

りますので、よほどのことがない限り、そういっ

た回線がパンクといったものについては想定され

ておりませんし、庁舎間は非常に太いネットワー

ク回線で結ばれておりますので、一般家庭よりは、

その辺のところは強化された対策によってできる

とは考えております。 

○齋藤委員 了解。 
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○松田委員長 そのほかございませんでしょうか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 それでは、ないようですので、質疑

を終了したいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第７号 平成29年度那須塩原市一般会計予

算は、原案のとおり可決すべきものとすることに

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第７号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  シティプロモーション課所管の審査事項は以上

となります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○松田委員長 その他として委員の皆様から何かご

ざいますでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 執行部からは何かございますでしょ

うか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 以上でシティプロモーション課の審

査を終了いたします。 

  ご苦労さまでございました。 

  ここで、執行部入れかえのため暫時休憩といた

します。 

 

休憩 午後 ２時４８分 

 

再開 午後 ３時００分 

 

○松田委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎秘書課の審査 

○松田委員長 ただいまから秘書課の審査に入りま

す。 

  担当課の皆さん、ご苦労さまでございます。 

  それでは、ここで総務企画常任委員会を予算常

任委員会（第一分科会）に切りかえます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第７号の説明、質疑、討論、

採決 

○松田委員長 議案第７号 平成29年度那須塩原市

一般会計予算を議題といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いいたしま

す。 

  秘書課長。 

○磯秘書課長 （議案第７号について説明） 

○松田委員長 説明が終わりましたので、各委員か

らの質疑、ご意見等をお受けいたします。 

  佐藤委員。 

○佐藤委員 30ページ、市政功労者等表彰費として、

受賞者記念品と市長特別賞メダルとありますが、
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これは受賞者と市長特別賞の対象はどういう方が

対象になるのですか。 

○松田委員長 秘書課長。 

○磯秘書課長 市政功労賞のほうの受賞者につきま

しては、各団体の在職年数によりまして各部から

推薦をいただいて、その後、市政功労者の表彰の

審査委員会のほうを開きまして決定しているとこ

ろです。 

  市長特別賞につきましては、全国レベルの規模

の大会で優勝された方を対象にしておりまして、

そちらにつきましては、市長のほうから特別賞と

いうふうなことで、個別に、特にいつという時期

は決めずに、その都度特別賞の授賞をしていると

いうふうなことです。 

○佐藤委員 わかりました。じゃ、もう一回。 

○松田委員長 佐藤委員。 

○佐藤委員 39ページ、国際交流費、1001事業で、

国際交流員の人数はわかるんですけれども、外国

人生活相談員の方は、どこに何名いらっしゃるん

ですか。 

○松田委員長 秘書課長。 

○磯秘書課長 外国人生活相談につきましては、毎

週金曜日に西那須野庁舎で実施していまして、２

名の相談員で対応をしているところです。 

○松田委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 40ページの国際交流費の中の新規事業

で、リンツ市の姉妹都市提携の１周年記念事業に

関して、この木版画展覧会とした理由と、あと、

この内容についてお伺いします。 

○松田委員長 秘書課長。 

○磯秘書課長 こちらの木版画展につきましては、

昨年の６月にリンツ市と姉妹都市提携をした際に、

リンツ市の市長さんのほうから要請がございまし

て、リンツ在住の版画家がいて、これまでほかの

姉妹都市でも木版画でもやっていると、ぜひ那須

塩原市でも木版画展のほうを開催してもらえない

かというふうな要請に基づいて実施するものでご

ざいます。 

  内容としましては、ことしの７月15日から23日

までの９日間に那須野が原ハーモニーホールにお

きまして、版画展のほうを実施するというふうな

予定でおりまして、初日の７月15日には、交流の

レセプションのほうを予定しております。 

  また、子ども向けの版画教室というふうなワー

クショップのほうも計画しているところです。 

○松田委員長 よろしいですか。 

  齋藤委員。 

○齋藤委員 この木版画の展示する人の内容という

のは、どなたのものをあれするのか、今、子ども

さん向けのこういうものも展示するんでしょうけ

れども、メーンとなるようなものもあるんでしょ

うか。 

○松田委員長 秘書課長。 

○磯秘書課長 木版画展のほうは、リンツ市在住の

芸術家で、お名前がフェーリックス・ディークマ

ン氏という方です。 

  木版画のほうも、今回の日本での展示会に合わ

せて、日本を題材にした木版画のほうも作品のほ

うを準備するというふうな申し出もありまして、

30点ほど展示を予定しているところです。 

○松田委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 そうすると、市の所有している木版画

もありますよね。そういうものは展示しなくて、

今、言われたフェーリックスさんのものだけの公

開のものなんでしょうか。 

○松田委員長 秘書課長。 

○磯秘書課長 そちらの版画展のほうなんですけれ

ども、主催を市の国際交流協会のほうにお願いす

るということで、交付金で予算計上しているとこ

ろです。 
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  姉妹都市を提携したということで、できるだけ

市民の方との交流を深めていただきたいというこ

ともありまして、国際交流協会のほうにお願いを

しまして、あわせて文化協会のほうのお手伝いも

いただくということで、そういった中で、市民交

流を図るために、文化協会の方の作品も何点かあ

わせて展示するというふうな予定で進めています。 

  また、リンツについてのＰＲもということで、

パネルなども展示したいというふうなことで考え

ております。 

〔発言する人あり〕 

○松田委員長 いかがですか。 

  金子委員。 

○金子委員 じゃ、１つだけ。 

  39ページの外国人生活相談員の予算は幾らなん

ですか。 

○松田委員長 磯課長。 

○磯秘書課長 外国人生活相談員につきましては、

非常勤特別職ということで日給が7,400円で措置

しております。それが２人分で、毎週金曜日で１

年間とるということになります。 

○金子委員 わかりました。 

○松田委員長 よろしいですか。 

  ほか、ございませんでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 それでは、ないようですので、質疑

を終了したいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 討論を終結したいと思いますが、異

議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決をいたします。 

  議案第７号 平成29年度那須塩原市一般会計予

算は、原案のとおり可決すべきものとすることに

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第７号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  秘書課所管の審査事項は以上となります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○松田委員長 その他として、委員の皆様から何か

ございますでしょうか。 

○相馬副委員長 委員長。 

○松田委員長 （優良企業への市の表彰について） 

○松田委員長 そのほか、何か委員からございませ

んでしょうか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 執行部からは何かございますでしょ

うか。 

〔「特にございません」と言う人あり〕 

○松田委員長 それでは、秘書課の審査を終了いた

します。 

  ご苦労さまでございました。 

  執行部入れかえのため、暫時休憩といたします。 

 

休憩 午後 ３時１２分 

 

再開 午後 ３時１５分 

 

○松田委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 
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─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎市民協働推進課の審査 

○松田委員長 ただいまから市民協働推進課の審査

に入ります。 

  担当課の皆さん、ご苦労さまでございます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第４１号の説明、質疑、討

論、採決 

○松田委員長 それでは、議案第41号 第３次那須

塩原市男女共同参画行動計画についてを議題とい

たします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いいたしま

す。 

  室井課長。 

○室井市民協働推進課長 （議案第41号について説

明） 

○松田委員長 ありがとうございます。 

  説明が終わりましたので、各委員からの質疑、

ご意見等をお受けいたします。 

  よろしいですか。 

  何かございませんか。 

  金子委員。 

○金子委員 12ページで、四角の中に市職員の女性

管理職の割合というのがあって、課長以上で

8.2％、これは那須塩原市ですか。 

○松田委員長 室井課長。 

○室井市民協働推進課長 こちらは那須塩原市の状

況について記載してございます。 

○松田委員長 金子委員。 

○金子委員 これをどういうふうに考えているのか

ということ。どうですか。多い、少ないというか、

そういう判断というか。 

○藤田企画部長 今、ちょっと数字を見つけている

間の話なんですけれども、やはり女性の社会進出

というところが言われて久しいというところの中

で、女性活躍推進法なんていうのも施行されてい

るということで、働き方改革なんていうところで

も、政府も一生懸命力を入れてやっているところ

なんですけれども、この女性の管理職の割合とい

うところについては、向こう10年間くらいはやは

り徐々にしか上がってこないかもしれないんです

けれども、あと20年たったら、逆に男性の管理職

割合の目標値をつくってくれみたいな話に市役所

がなってしまうかなというような状況です。なの

で、今、ここで、やはりこの10年くらいの間で、

女性の管理職登用というようなところが一つのテ

ーマになっていますけれども、あと20年後、今か

ら20年くらいたってしまうと、逆に女性のほうが

いっぱい職員も多いし、優秀な方がいっぱいいる

ので、もう少し男性の管理職をふやしてよみたい

な話になってしまう可能性もあるかなというよう

なところも想定されますから。今、数字を見つけ

ていますので。 

○松田委員長 金子委員。 

○金子委員 部長、今までずっとこれをやってきて、

すごいと思っていたんだけれども、それに関して

はすごくない。というのは、20年前に私は西那須

野町の時代から、これずっと言ってきたんです。

管理職がいかにも少ないということで。議会でも

女性はゼロか１人ぐらいしかいなくて、ずっと言

ってきて、20年たってもそんなに変わっていない

というか。それで、これから10年、20年たっても

さほど多分、少しは、8.何％が10％ぐらいにいく

かもしれないけれども、今のままではそのぐらい

しかいかないので、これはもう少し何とか、女性

のための研修はやっているようなんですけれども、
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研修だけじゃなくて、やはり何というか、ここで

言っている政策決定、方針決定過程における女性

というのは、やはり女性が50％いるわけですから、

この世の中にそうしたら、やはり女性の権利とし

て50％までいかなくても、私は当面25％、これは

もう絶対４分の１は必要だと思っているんです。

25％にすると、例えば議員だって25％女性がいれ

ば、26人の議員の中で6.5が女性なんです。6.5と

いうことは人数ですると７人、最低７人は女性が

いなくてはいけないと。だから、女性で７人はも

う議員にしますよというのが、クオーター制とい

ってほかの国でやっているわけです。だから、そ

のぐらいしなくては追いついていけない。もうあ

と10年たっても、部長がいるかどうかわからない

けれども、だけれども、やはり10年たって、果た

して部長が言うように逆転するかというと、私は

すると思えないんです。だから、もう少し考えて

みるべきじゃないかと思います。 

○松田委員長 藤田部長。 

○藤田企画部長 今の、ちょっと政治の世界は今、

自民党あたりでもいろいろなことを考えていらっ

しゃるというところなんだと思うんですけれども、

それ以外の政策の、要は決定過程に対する女性の

割合というようなところに関しては、やはり審議

会等に関する女性の割合というところでも、要は

県が示しているところでは35％くらいの数字目標

をつくりなさいと、市としてはというようなとこ

ろに対して、本市としては５％上にある40％を目

標値に設定してなんていう実態もございますし、

あと私が申し上げたのは、変な意味じゃなくて、

職員ピラミッドというものを考えた場合に、本当

に今、男性のほうが多い、我々年寄りのところは

多いですけれども、それが30代とかというところ

になれば、やはり女性も相当多くなってきていま

すので、そういうところからすれば、そこで女性

が多いのに女性のほうを管理職にしない手なんて

いうのは絶対ないので、要は女性の管理職の登用

というのは当然高まってきますというようなとこ

ろを、その実態から申したということなので、金

子委員が言うように、ならないか、なるかという

のは何とも言えないんですけれども、私は自然の

成り行きとして、そういう形で女性の管理職の登

用というのは必然的にふえてくるかなというよう

な、そんな背景から言わせてもらったというよう

なところです。 

○松田委員長 金子委員。 

○金子委員 それは十分にわかります。それで、そ

れをぜひ期待したいところなんですけれども、こ

こで、今、部長の言った40％目標という、これは

審議会等における女性の割合なんですけれども、

これは簡単に達成できると思うんですけれども、

今、達成していないよね。 

○松田委員長 室井課長。 

○室井市民協働推進課長 現在、一応31％いるとい

うことで、目標値が30％ということで１％上回っ

ているような形でございます。 

  委員おっしゃるように、できるだけ高い目標値

を設定してという考えもございましたが、５年後

には一応40％を目指したいということでございま

す。 

  あと、もう一度、先ほどのご質問の件で、申し

わけございませんでした。一応、県内の状況でご

ざいます。栃木県の平均でございますが、6.1％

ということになるわけです。本来、本市が8.2で

すので、こちらの数字は上回っているということ

でございます。ただ、県内にもう少し高いところ

がありますので、市としましてもこれにもう少し

上げられるような努力も必要かなとは思っていま

す。 

○松田委員長 金子委員。 
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○金子委員 今の31％というのを、これはもう簡単

にできるので、33年と言わずに40％、ぜひこれは

どんどん進めていただきたいなと思います。 

○松田委員長 室井課長。 

○室井市民協働推進課長 委員おっしゃるように、

40％という目標値は設定してございますが、さら

に上のほうを目指して努力していきたいと思って

おりますので、よろしくお願いします。 

○金子委員 お願いします。 

○松田委員長 ほか、ございませんでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 それでは、ないようですので、質疑

を終了したいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決をいたします。 

  議案第41号 第３次那須塩原市男女共同参画行

動計画については、原案のとおり可決すべきもの

とすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第41号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第４２号の説明、質疑、討

論、採決 

○松田委員長 続いて、議案第42号 那須塩原市結

婚サポート総合戦略についてを議題といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いいたしま

す。 

  室井課長。 

○室井市民協働推進課長 （議案第42号にいて説

明） 

○松田委員長 ありがとうございます。 

  説明が終わりましたので、各委員からの質疑、

ご意見等をお受けいたします。 

  星委員。 

○星委員 19ページの基本施策の２の将来のライフ

プランづくりの現状と課題のところなんですが、

ここのところで、３段目で、最後のところで、子

育てに対して明るくポジティブな考え方を持てる

ようになることが必要ですとかと書いてあるんで

すけれども、例えば、この中で、結婚して、要は

子育てという部分では責任感とか守るべきものが

あるとか、そういった意味合いもあるかなと思う

んですけれども、そういうことは考えなかった、

考えが入っているのかどうかをお聞きしたいんで

すけれども。 

○松田委員長 室井課長。 

○室井市民協働推進課長 この結婚施策を進めてい

く中では、当然に結婚のほうは出会いから結婚ま

で、その後、当然ながら妊娠、出産、子育て、そ

ういったものに総合的につなげていくわけでござ

いますが、計画につきましては、あくまでも出会

いから結婚ということに着目してございますので、

この部分については、具体的な記載、考えは今の

ところございません。 

○松田委員長 よろしいでしょうか。 

  ほか、ございませんでしょうか。 

  相馬委員。 

○相馬副委員長 すみません、26ページの第５章、
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戦略の推進の施策の目標設定なんですが、企業内

結婚サポーター（５人）、地域結婚サポーター

（15人）というふうになっておりますが、この企

業内サポーターの５人と15人の目標値の根拠をお

聞かせいただいてよろしいでしょうか。 

○松田委員長 室井課長。 

○室井市民協働推進課長 こちら、まず企業内結婚

サポーターの５人についてでございますが、正直

なところ、これから初めて取り組む内容でござい

まして、ただ、この結婚施策を市のほうで進めて

いく中では、当然に行政だけではなくて、市内の

企業とかもやっぱり連携をして取り込んでやって

いかなければなかなか実を結ばないという中で、

どうしても企業内、企業のほうにも、そういった

サポーターさんというものも必要じゃないかとい

う考えで、５年のうちには最低５人ぐらいという、   

そういったことができればいいんじゃないかなと

いうことで５人というふうにしてございます。 

  人づくり推進の地域結婚サポーターにつきまし

ては、現在、市のほうに独自の相談員、サポータ

ーというのも当然必要になってくる。これから採

用というのも考えていくんですが、当面は、県の

未来サポートクラブのほうの地域結婚サポーター

さんがいらっしゃいます。そういった方の活用を

今考えてございまして、現在市内には８名いらっ

しゃいます。その８名を、できるだけ多くの方に

なっていただければいいんですが、当面５年後に

は最低でも15人の確保はしたいなということで、

このような目標値になっております。 

○松田委員長 相馬委員。 

○相馬副委員長 ５人と15人というのは、希望的な

人数ということでよろしいでしょうか。 

○松田委員長 室井課長。 

○室井市民協働推進課長 そのようなふうに考えて

おります。 

○相馬副委員長 了解しました。 

○松田委員長 よろしいですか。 

  ほか、ございませんでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 それでは、ないようですので、質疑

を終了したいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決をいたします。 

  議案第42号 那須塩原市結婚サポート総合戦略

については、原案のとおり可決すべきものとする

ことに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第42号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  それでは、ここで総務企画常任委員会を予算常

任委員会（第一分科会）に切りかえます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第７号の説明、質疑、討論、

採決 

○松田委員長 議案第７号 平成29年度那須塩原市

一般会計予算を議題といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いいたしま

す。 

  室井課長。 
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○室井市民協働推進課長 （議案第７号について説

明） 

○松田委員長 説明が終わりました。 

  各委員からの質疑、ご意見等をお受けいたしま

す。 

  佐藤委員。 

○佐藤委員 31ページです。6001事業で行政連絡員

非常勤職員の報酬ということでございます。これ

は人数、何名でしょうか。 

○松田委員長 室井課長。 

○室井市民協働推進課長 217人を予定してござい

ます。 

○佐藤委員 了解しました。 

○松田委員長 佐藤委員。 

○佐藤委員 40ページです。男女協働参画推進費、

1001事業の中ほどの新規でＤＶ防止等普及啓発パ

ンフレットを3,000部、中高生用ということは、

これ配布先というのは学校でよろしいんですか。 

○松田委員長 室井課長。 

○室井市民協働推進課長 配布先につきましては、

今、委員のほうからございましたが、市内中学校

３年生、ほか市内高校３年生を対象といたしまし

て、まず配布いたします。 

  失礼いたしました。市内中学校は全部で10校ご

ざいまして、こちらのほうに1,130部、市内高校

３年生を対象に４校で830部、その他教職員です

とか市内の民生委員、市の各公民館ですとか図書

館、そういったところを含めまして全部で3,000

部の配布の予定でございます。 

○松田委員長 佐藤委員。 

○佐藤委員 そうすると、これは中高生対象という

ことで、主にデートＤＶとか、そういうのが主な

内容になっているんですか。内容について伺いま

す。 

○松田委員長 室井課長。 

○室井市民協働推進課長 委員おっしゃるとおりで

ございまして、デートＤＶを想定してございます。 

○佐藤委員 了解しました。 

○松田委員長 ほか、ございませんでしょうか。 

  相馬委員。 

○相馬副委員長 まず、40ページを。40ページの結

婚対策事業費のマッチング謝礼というのは、先ほ

どおっしゃっていた結婚サポーターで県の指定を

受けている方が８名いらっしゃった。その方にも

マッチングが、どういう状況の中でマッチングさ

れた場合の謝礼をお支払いするということでしょ

うか。 

○松田委員長 室井課長。 

○室井市民協働推進課長 事業そのものが、今考え

ている中では、まず登録をしていただきます。登

録していただいた男女それぞれにサポーターさん

がつくわけでございますが、マッチング、男女が

それぞれ会ってみたいというようになったときに

場所を設定して、見えていないんですけれども、

会うときにそれぞれサポーターさんがついていく

ような形になります。それに対する謝礼というこ

とでございます。 

○松田委員長 副委員長。 

○相馬副委員長 じゃ、場所を設定して、会った段

階で謝礼が成立するということなんでしょうか。 

○松田委員長 室井課長。 

○室井市民協働推進課長 そのとおりでございます。 

○相馬副委員長 わかりました。 

○松田委員長 副委員長。 

○相馬副委員長 次は、41ページの今の結婚対策事

業費の一番下です。新規で結婚イベント協賛50万

円ということで、先ほども５団体がやっているイ

ベントに協賛をするというような内容等であった

かと思うんですが、新規で、例えば新年度に入っ

て、新たにこういうイベントやりますからという
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ふうに言われて、もし申請があった場合に、この

協賛する事業というのはどんどんふえていくもの

なんでしょうか。 

○松田委員長 室井課長。 

○室井市民協働推進課長 今のところ、予算をふや

してというふうなちょっと考えはなかったんです

が、今まで過去何年か見ておりまして、民間団体

のほうで実施するんです。大体３つから４つくら

いということで、そこを上乗せして大体年間５つ

くらいの予算ということで考えておりますが、そ

のかわり要望等、そういう声が上がれば、その辺

の補正対応とかという部分も考える必要があるの

かなとは思っています。 

○松田委員長 副委員長。 

○相馬副委員長 そうしますと、このイベントの規

模とかにある程度、制約的なものはあるんでしょ

うか。 

○松田委員長 室井課長。 

○室井市民協働推進課長 正直言いまして、まだこ

の細かな部分、詳細につきましては今後詰めてい

くという形で、申しわけございません、今の時点

で規約的な部分というものはちょっとできており

ませんので、お答えできなくて申しわけございま

せん。 

○相馬副委員長 了解しました。 

○松田委員長 ほか、ないですか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 それでは、質疑を終了したいと思い

ますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決をいたします。 

  議案第７号 平成29年度那須塩原市一般会計予

算は、原案のとおり可決すべきものと決すること

に異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第７号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  市民協働推進課の所管の審査事項は以上となり

ます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○松田委員長 その他として、委員の皆様から何か

ございますでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 執行部からは何かございませんでし

ょうか。 

  小泉課長。 

○小泉企画政策課長 先ほど企画政策課の審議の中

で、議案第39号 那須塩原市行財政改革推進計画、

こちらの中で、相馬副委員長さんから質疑があっ

た件について１件答弁漏れがありましたので、ち

ょっと説明のほうさせていただきたいと思います。 

  答弁漏れの内容につきましては、法定外税に関

しての収入の関係でした。法定外税での関係のご

質問のときに、市税及び税外債権の徴収強化の部

分で、市税の滞納分であったり税外収入の部分に

ついては説明のほうはさせていただいたんですが、

法定外税に関してちょっと説明のほうが漏れてい

ました。 
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  法定外税に関しましては、同じやはり個別シー

トという中で、新たな歳入確保というような項目

の中で、新たな歳入確保手法の検討というものを

進めていくという中で、法定外税の検討も進めて

いかなくてはいけないのかなというところなんで

す。 

  これ一般質問の中でも、例えば熱海市の別荘等

所有税であるとか、富士河口湖町の遊漁税という

ものもありました。全国的なところですと、市町

村別では、法定外普通税が６件と法定外目的税が

７件というような実態もありますけれども、実際

に那須塩原市のほうでこういうものができるのか

どうかも含めた中で、今後研究・検討させていた

だきたいと思っています。 

  この分の答弁が漏れていました。大変申しわけ

ありませんでした。 

○松田委員長 よろしいですか。 

  では、最後に。 

○金子委員 （男女共同参画審議会委員の一般公募

の人数について） 

○松田委員長 よろしいですか。 

  じゃ、以上で市民協働推進課の審査を終了いた

します。 

  ご苦労さまでございました。 

  ここで、執行部退室のため、暫時休憩といたし

ます。 

 

休憩 午後 ４時００分 

 

再開 午後 ４時０８分 

 

○松田委員長 休憩前に引き続き、委員会を再開い

たします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎選管・監査・固定資産評価・公

平委員会事務局の審査 

  選管・監査・固定資産評価・公平委員会事務局

の皆さん、ご苦労さまでございます。 

  初めに、事務局長からご挨拶をお願いいたしま

す。 

  稲見事務局長。 

○稲見選管事務局長 （挨拶。） 

○松田委員長 ありがとうございます。 

  それでは、ただいまから選管・監査・固定資産

評価・公平委員会事務局の審査に入ります。 

  それでは、ここで総務企画常任委員会を予算常

任委員会（第一分科会）に切りかえます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第７号の上程、説明、質疑、

討論、採決 

○松田委員長 議案第７号 平成29年度那須塩原市

一般会計予算を議題といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いいたしま

す。 

  稲見局長。 

○稲見選管事務局長 （議案第７号について説明） 

○松田委員長 ありがとうございます。 

  説明が終わりましたので、各委員からの質疑、

ご意見等をお受けいたします。 

  齋藤委員。 

○齋藤委員 それでは、18ページの選挙費委託金な

んですが、先ほど在外選挙人名簿登録事務委託金

なんですけれども、これは。その該当となる在外

選挙人の方の中には、自動的に海外転出という部

分の住所というか、そういう変更があるので、選

管としては自動的に選挙権というものを発行する
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ものなんでしょうか。 

○松田委員長 稲見局長。 

○稲見選管事務局長 そもそも、在外選挙人名簿の

登録は、各外国にある大使館、そこを通じて登録

制度があるんですね。ですから、そういうところ

を通じて選挙の申請が来るんですね。ですから、

極端なことを言いますと、国政選挙のように告示

期間が長いといいんですけれども、まちうちの選

挙のように、町ですと５日しかないし、市は７日

しかないので、なかなか厳しいところもあるんで

すよね、郵送のやりとりとかがあるので、なかな

か厳しいところがあるのかな。国政で何とか間に

合えばという感じなんですが、一応、法律的には

そういう外国のほうに登録ができる制度となって

おりまして、ぎりぎり、詳細について、今までの

経過では何とか間に合う、１週間。実績のほうは

担当のほうで…… 

○阪本選管事務局選挙係長 今、委員さんおっしゃ

られました件なんですが、あくまでもこれは申請

制ということになっておりまして、まずは住民票

を必ず国外へ転出したという手続が必要になって

まいります。その手続をした上で、先ほど局長か

らお話がありましたように、領事館、大使館を通

じて在外選挙人名簿に登録したいんだという申請

をいたしますと、その手続が入ってきまして、最

終的に登録をいたしますと、国政選挙のみの選挙

権を与えられるというような制度になっておりま

す。したがいまして、今回の市議選には残念なが

ら在外、国外に住んでいる方につきましては選挙

権がないというようなことになってまいります。 

  以上です。 

○齋藤委員 了解しました。 

○松田委員長 ほか、ございませんでしょうか。 

  佐藤委員。 

○佐藤委員 52ページですね。 

  一番大きな金額と言われましたことし選挙が行

われます負担金の選挙公営、三千六百五十何がし

の金額の積算根拠につきまして、これはある程度

の人数を想定してはじき出しているんですか。 

○松田委員長 稲見局長。 

○稲見選管事務局長 予算上は36人で計算してござ

います。 

○佐藤委員 了解しました。 

〔「10人多いじゃないか」と言う人あり〕 

○稲見選管事務局長 それが多いか少ないかはちょ

っと。24日になってみないとある程度。 

〔「できるだけ36人出るようにしたほうが

いいですね」と言う人あり〕 

○稲見選管事務局長 定数は26ですから。 

〔「わかりました」と言う人あり〕 

○松田委員長 よろしいですか。 

  ほか、ございませんでしょうか。 

  人見委員。 

○人見委員 今、局長のほうから投票率向上のため

に、中学生にポスター、これを依頼するというこ

とで、それは確かにいいことだと思うんだが、そ

れ以外には何か、投票率向上のためにないんです

か。 

  実際に、今まで投票率アップのために局長を中

心に努力をしていることは十分わかっているんで

すが、どうも思うような投票率のアップになって

いないということを感じるわけなんだけれども、

今回、４月に選挙があるわけでありますが、余り

にも投票率が低くては困っちゃうんじゃないのか

なという感じがしますので、何かいい方法はない

のか。 

  看板等のああいう設置したやつが各集落ごと、

若干ずつでも減っているわけだよな。それでもっ

て投票率のアップにはならないとは思うんだけれ

ども、そこら辺を総合的に考えた中で投票率アッ
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プに対する何かいいアイデアというのがあれば。 

○松田委員長 稲見局長。 

○稲見選管事務局長 ただいまのご質問に対して即

答、これだという名案がちょっとないのは事実で

ありまして、新聞折り込み等は今までどおりやっ

ております。投票所の場所を入れたもの、それか

らこれは今もやっていますが、広報とかホームペ

ージにアップはしております。あと、各駅とか官

公庁関係のところに看板等は一応張るようにはし

てあります。 

  先ほど言いましたように、投票率アップという

ことで、名案ということはなかなか、今までも私、

１年たつんですが、あれもこれもと思って今やっ

ているところですが、１つは期日前投票所の増設

ということも実は考えていたところですが、なか

なか制約があるんですね。皆さんの立候補者の説

明会のときにも説明はしますけれども、プレハブ

を設置するときには基礎をつくらなければならな

いんですよ。そういう制約があって、建築基準法

の関係とかそういうこともありまして、なかなか

場所を設定するにも下に土台をつくってその後プ

レハブを建てて、また壊してとかってなるように

なっちゃうものですから、なかなか商業施設とか、

駅の構内とか、そういうスペースがうまく借りら

れれば、ある程度今の時代ですから、お金を投入

すればできないことはないんですが、ある程度そ

ういうことを大々的にやらないと、投票率の本当

にアップというのはなかなか難しいのかなと思っ

ております。 

  あとは、今度は18歳に投票年齢が下がってきて

いまして、各学校にも、うちのほうでも出前講座

というのを挙げてはいるんですけれども、高校の

反応がいまいち余りよろしくなくて、１つの高校

では習字を書いてもらって、もう一つの高校も出

前講座をやると言ったんですが、２回空振りにな

っちゃったんですよ。やるよと、もちろん行くよ

と言ったんですけれども、延び延びになっちゃっ

て。県の教育委員会のほうの関係もあって、なか

なか政治的なことを勉強では言うのではないよう

なおふれが出ているんだそうです。ということで、

先生方もちゅうちょしている感じなんですね、実

際には。 

  それもあって、18歳になったからというほうの

投票率ということでもなかなか。昨年は那須拓陽

高校の古い校門の前でビラ配りはしたんです、実

際に。選管の委員さんに頼んでもらって。外でや

ってくれということで。なかなか厳しいんですよ。

子どもがいっぱいくるところじゃなくて違うほう

でやってくれということで、一応やってはいるん

ですけれども、なかなか難しいですね。 

  今後、どういうものが投票率が上がるかとなる

と、目に見えてというのはやはり期日前投票所を

ふやすとか、そういうことになるんですが、今、

新庁舎建設も控えていますし、あと黒磯駅前の図

書館等もありますから、そういうこともあります

ので、どういう方法がいいのかちょっと、今後検

討はしていきたいと思っております。 

  回答になっていなくて大変申しわけないんです

が、以上です。 

○松田委員長 人見委員。 

○人見委員 十分局長の答弁はわかりました。 

  今回は立候補する人は投票率アップのために、

精いっぱい街頭で頑張ってもらわないと。今回は

自分は出ないから、勝手なことを言っているんだ

けれども。というわけでこの話は終わります。 

○松田委員長 ほか、ございませんでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 それでは、ないようですので質疑を

終了したいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 
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○松田委員長 ご異議がないものと認め、質疑を終

了いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第７号 平成29年度那須塩原市一般会計予

算は、原案のとおり可決すべきものとすることに

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第７号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  選管・監査・固定資産評価・公平委員会事務局

の所管の審査事項は以上となります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○松田委員長 その他として、委員の皆様から何か

ございますでしょうか。 

  齋藤委員。 

○齋藤委員 （投票率向上のため、投票所までの交

通手段確保の検討について） 

○松田委員長 ほかにはないですか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 執行部からは何かございますか。 

  局長。 

○稲見選管事務局長 （３月補正予算の追加につい

て） 

○松田委員長 それでは、以上で選管・監査・固定

資産評価・公平委員会事務局の審査を終了いたし

ます。 

  ご苦労さまでございました。 

  ここで執行部入れかえのため、暫時休憩いたし

ます。 

 

休憩 午後 ４時３１分 

 

再開 午後 ４時３４分 

 

○松田委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎会計課の審査 

○松田委員長 会計課の皆さん、ご苦労さまでござ

います。 

  初めに、会計管理者からご挨拶をお願いいたし

ます。 

○松江会計管理者兼会計課長 （挨拶。） 

○松田委員長 ありがとうございます。 

  ただいまから会計課の審査に入ります。 

  それでは、ここで総務企画常任委員会を予算常

任委員会（第一分科会）に切りかえます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第７号の上程、説明、質疑、

討論、採決 

○松田委員長 議案第７号 平成29年度那須塩原市

一般会計予算を議題といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いいたしま

す。 

  松江管理者、お願いいたします。 

○松江会計管理者兼会計課長 （議案第７号につい
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て説明） 

○松田委員長 説明が終わりましたので、各委員か

質疑、ご意見等をお受けいたします。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第７号 平成29年度那須塩原市一般会計予

算は、原案のとおり可決すべきものとすることに

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第７号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  会計課所管の審査事項は以上となります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○松田委員長 その他として、委員の皆様から何か

ございますでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 執行部から何かございますか。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

○松田委員長 以上で会計課の審査を終了いたしま

す。 

  ご苦労さまでございました。 

  ここで執行部入れかえのため、暫時休憩といた

します。 

 

休憩 午後 ４時３９分 

 

再開 午後 ４時４２分 

 

○松田委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議会事務局の審査 

○松田委員長 事務局の皆様、ご苦労さまでござい

ます。 

  初めに、事務局長からご挨拶をお願いいたしま

す。 

  事務局長。 

○渡邊議会事務局長 （挨拶。） 

○松田委員長 ありがとうございます。 

  ただいまから議会事務局の審査に入ります。 

  それでは、ここで総務企画常任委員会を予算常

任委員会（第一分科会）に切りかえます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第７号の上程、説明、質疑、

討論、採決 

○松田委員長 議案第７号 平成29年度那須塩原市

一般会計予算を議題といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いいたしま

す。 

  増田議事課長。 

○増田議事課長 （議案第７号について説明） 
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○松田委員長 説明が終わりましたので、各委員か

らの質疑、ご意見等をお受けいたします。 

  齋藤委員。 

○齋藤委員 それでは、28ページの議会活動費の中

で、先ほど事務の補助員が１日５時間で12カ月分、

106万2,000円計上をするということですが、主な

仕事内容というのはどのように考えているのでし

ょうか。 

○松田委員長 増田議事課長。 

○増田議事課長 齋藤委員の質問にお答えいたしま

す。 

  昨年度、議員研修会を行っている中で、中村事

務局長からご指摘もいただきました事務局改革を

昨年から進めております。そういった中で、昨年

が、平成27年度が職員の時間外が1,800時間。今

年度に至っては2,000時間を超えるようなことに

なっております。議会事務局時間外がつく職員は

係長以下ですので５名ということで、１人年間

400時間を超えるような形になっております。 

  主な事務としましては、想定しておりました事

務は、職員のルーチンワークを想定しています。

内容としましては、例えば議案書の調製、配付と

か、全協資料の印刷調製、あとは傍聴資料の印刷

調製、傍聴ＰＲポスターの作成、議会だよりの校

正なんかも職員がやっていますが、さらに臨時さ

んにも目を通していただけないかとか、あと議会

報告会の資料の印刷調製、本会議録の調製、委員

会録の調製、議決証明書の発行、会議資料の印刷

製本、あとホームページの作成とか、そういった

もろもろのもの、トータルでこういったルーチン

ワークが2,022時間ほどに及ぶことがわかりまし

た。こちらの事務のうち、５時間といいますと５

時間掛ける244日ということで1,220時間、単純計

算にして６割程度臨時職員を雇用することによっ

て職員の事務を軽減でき、事務の効率化及び経費

の節減、あとは職員の健康管理をさらに向上する

ために予算要求させていただいたものです。 

  以上です。 

○松田委員長 齋藤委員。 

○齋藤委員 今、お話によると６割ぐらい任務のあ

れが軽減できるということで、大変我々議員も事

務局にはいろいろ側面でお世話になっているとこ

ろで、こういう職員を配置することによって、さ

らなる議会事務局の活性あるいは向上につながる

ということで、非常にいいことだと思います。 

  以上です。答弁は要らないです。 

○松田委員長 ほか、ございませんか。 

  金子委員。 

○金子委員 今の５時間というのは何時から何時と

いうことなんでしょうか。 

○松田委員長 増田議事課長。 

○増田議事課長 ９時から３時を想定しております

が、今、実は募集をかけておりまして、来週の月

曜日まで、13日まで募集をし、その後面接に当た

りたいと考えておりますが、ある程度採用した方

の時間なんかも融通をきかせまして、９時から３

時を基本と考えておりますが、例えば８時半から

２時半とか、あとは９時半から３時半とか、ある

程度相手の意向も兼ね備えて弾力的に対応したい

というふうに考えております。 

  以上です。 

○松田委員長 金子委員、いいですか。 

○金子委員 はい。 

○松田委員長 星委員。 

○星委員 その補助員さんなんですけれども、期間

が何年間とかというのは、１年で更新とか、そう

いうふうになっているんですか。 

○松田委員長 増田議事課長。 

○増田議事課長 臨時職員は常勤の職員でありませ

んので、基本６カ月ごとに更新ということになり
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ます。最長１年というふうに言われていますので、

とりあえずは１年間試行的に導入することによっ

て、それこそ費用対効果じゃございませんが、時

間外が思うほど減らないのであればまた再考しな

ければならないというふうにも考えております。 

  以上です。 

○松田委員長 ほか、ございませんか。 

  相馬委員。 

○相馬委員 28ページの一番最後、機械器具費の新

規車両なんですが、ハイエースということですが、

何人乗りなんでしょうか。 

○松田委員長 増田議事課長。 

○増田議事課長 10人乗りです。 

○相馬委員 了解しました。 

○松田委員長 ほか、ないですか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○松田委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第７号 平成29年度那須塩原市一般会計予

算は、原案のとおり可決すべきものとすることに

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○松田委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第７号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  議会事務局所管の審査事項は以上となります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○松田委員長 その他として、委員の皆様から何か

ございますでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 では僕から。 

〔委員長、副委員長と交代〕 

○相馬副委員長 松田委員長。 

○松田委員長 （議会事務局職員の人員配置につい

て） 

〔委員長、副委員長と交代〕 

○松田委員長 星委員。 

○星委員 (予算執行計画書の文字の確認について) 

○松田委員長 ほか、ございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○松田委員長 事務局からは何かございませんか。 

  局長。 

○渡邊議会事務局長 ございません。 

  ありがとうございました。 

○松田委員長 ないようですので、以上で議会事務

局の審査を終了いたします。 

  ご苦労さまでございました。 

  ここで、執行部退席のため暫時休憩といたしま

す。 

 

休憩 午後 ５時０３分 

 

再開 午後 ５時０４分 

 

○松田委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 
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─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○松田委員長 それでは、次第４のその他に入りま

す。 

  委員の皆様から何かございますでしょうか。 

  齋藤委員。 

○齋藤委員 （議案の討論について） 

○松田委員長 よろしいですか。 

  委員会は最後の委員会ですので、菊一さんも最

後の委員会、ありがとうございました。 

〔「お疲れさまでした」と言う人あり〕 

○松田委員長 事務局から事務連絡だけ。 

○室井議会事務局書記 （事務局事務連絡。） 

○松田委員長 それでは、以上で今定例会における

委員会の議事日程は全て終了いたしました。 

  本委員会の審査及び報告書は本職が作成し、議

長に提出いたしますので、ご一任くださいますよ

うお願いいたします。 

  これをもちまして、総務企画常任委員会を閉会

いたします。 

  大変ご苦労さまでございました。 

 

閉会 午後 ５時１０分 
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